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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ａ）酸化的、熱的または光誘発的崩壊を受けやすい、本質的にフェノールを含まないポリ
オレフィン繊維、
ｂ）成分（ａ）の重量に基づいて０．０００５ないし５％の量で存在する、ベンゾフラノ
－２－オン型の化合物の少なくとも１種、および
ｃ）成分（ａ）の重量に基づいて０．０１ないし１０％の量で存在する、立体障害性アミ
ンの群からの化合物の少なくとも１種
からなる組成物。
【請求項２】
ｄ）成分（ａ）の重量に基づいて０．０１ないし１０％の量で存在する、有機ホスフィッ
トまたはホスホナイトの群からの化合物の少なくとも１種をさらに含む請求項１に記載の
組成物。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は酸化的、熱的、光誘発的崩壊を受けやすい有機材料、特にポリオレフィン、例え
ばポリオレフィン繊維ならびに安定剤としてベンゾフラノ－２－オン型の少なくも１種の
化合物および立体障害性アミン型の少なくとも１種からなる組成物、および酸化的、熱的
または光－誘発性崩壊に対して有機材料を安定化するためのそれらの使用に関する。
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【０００２】
【従来の技術】
有機ポリマーのための安定剤としてベンゾフラノ－２－オン型の化合物の使用は、例えば
US 4,325,863;US 4,388,244;US 5,175,312;US 5,252,643;US 5,216,052;US 5,369,159;US
 5,488,117;US 5,356,966;US 5,367,008;US 5,428,162;US 5,428,177またはUS 5,516,920
から公知である。
【０００３】
立体障害性アミン(sterically hindered amines)、特に２，２，６，６－テトラメチルピ
ペリジル基を含む化合物は”ヒンダードアミン”光安定剤（ＨＡＬＳ）として知られる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
公知の安定剤は、とりわけ保存寿命、水分吸収、加水分解に対する感受性、工程内安定化
性(in-process stabilization)、着色特性、揮発性、移行挙動、相溶性および光に対する
保護の改良に関し安定剤が満たすことを要求される高い要求に関して全ての点で満足いく
ものではない。結果として、酸化的、熱的および／または光誘発的崩壊を受け易い有機材
料、特にポリオレフィン、例えばポリオレフィン繊維に対する有効な安定剤に対する必要
性が引続いてある。
【０００５】
ポリオレフィン繊維は現在まで、有機ホスフィットまたはホスホナイトの群からの化合物
と一緒に立体障害性フェノールによって、場合によりさらに光安定剤を使用して安定化さ
れている。このような安定剤混合物の使用は、多くの場合、特にガス褪色として技術的に
示されるＮＯｘガスの作用の下でこのように製造されるポリオレフィン繊維の黄変を導く
。多くの場合、変色は加工中、特に溶融押出の場合にでさえ生じる。また光安定剤として
添加できる立体障害性アミンの群からの化合物が、立体障害性フェノールと共に長期熱安
定性に不利に作用する拮抗的な影響を見せることも知られている。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
ベンゾフラノ－２－オン型の化合物の少なくとも１種および立体障害性アミン型の化合物
の少なくとも１種からなる安定剤混合物が酸化的、熱的もしくは光誘発的崩壊を受け易い
有機材料に対する安定剤として特に適当であることが、今や見いだされた。このようなフ
ェノールを含まない安定化系は、特に、例えばポリプロピレン繊維への加工の最中の、ポ
リオレフィンの優れた安定化を示す。これらの新規な安定剤系は加工中の有機材料の変色
を抑制し、ＮＯｘの影響への抵抗性に関し優れた作用をもち（ガス褪色のない）および、
さらにフェノール酸化防止剤を含む安定化系に比較して改良された長期熱安定性を示す。
フェノール系長期熱安定剤と置き換える立体障害性アミンはさらに有機材料の光酸化的崩
壊に対する良好な保護を与える。
【０００７】
　従って、本発明は、
ａ）酸化的、熱的または光誘発的崩壊を受けやすい有機材料；
ｂ）ベンゾフラノ－２－オン型の化合物の少なくとも１種および
ｃ）立体障害性アミンの群からの化合物の少なくとも１種
からなる組成物を提供する。
　本発明は特に、
ａ）酸化的、熱的または光誘発的崩壊を受けやすい、本質的にフェノールを含まないポリ
オレフィン繊維、
ｂ）成分（ａ）の重量に基づいて０．０００５ないし５％の量で存在する、ベンゾフラノ
－２－オン型の化合物の少なくとも１種、および
ｃ）成分（ａ）の重量に基づいて０．０１ないし１０％の量で存在する、立体障害性アミ
ンの群からの化合物の少なくとも１種
からなる組成物を提供する。
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【０００８】
　本発明はまた成分（ａ）、（ｂ）および（ｃ）に加えて（ｄ）有機ホスフィットまたは
ホスホナイトの群からの化合物の少なくとも１種も含む組成物を提供する。
　本発明は特に、成分（ａ）、（ｂ）および（ｃ）に加えてｄ）成分（ａ）の重量に基づ
いて０．０１ないし１０％の量で存在する、有機ホスフィットまたはホスホナイトの群か
らの化合物の少なくとも１種を含む組成物を提供する。
【０００９】
【発明の実施の形態】
重要な組成物は、成分（ｂ）として式Ｉ
【化３６】

〔式中、ｎは１または２を表し；
ｎが１のとき；
Ｒ1 は未置換であるか、または炭素原子数１ないし４のアルキル基、炭素原子数１ないし
４のアルコキシ基、炭素原子数１ないし４のアルキルチオ基、ヒドロキシル基、ハロ基、
アミノ基、炭素原子数１ないし４のアルキルアミノ基、フェニルアミノ基もしくはジ（炭
素原子数１ないし４のアルキル）アミノ基によって置換された、ナフチル基、フェナント
リル基、アントリル基、５，６，７，８－テトラヒドロ－２－ナフチル基、５，６，７，
８－テトラヒドロ－１－ナフチル基、チエニル基、ベンゾ［ｂ］チエニル基、ナフト［２
，３－ｂ］－チエニル基、チアントレニル基、ジベンゾフリル基、クロメニル基、キサン
テニル基、フェノキサンチイニル基、ピロリル基、イミダゾリル基、ピラゾリル基、ピラ
ジニル基、ピリミジニル基、ピリダジニル基、インドリジニル基、イソインドリル基、イ
ンドリル基、インダゾリル基、プリニル基、キノリジニル基、イソキノリル基、キノリル
基、フタラジニル基、ナフチリジニル基、キノキサリニル基、キナゾリニル基、シンノリ
ニル基、プテリジニル基、カルバゾリル基、β－カルボリニル基、フェナントリジニル基
、アクリジニル基、ペリミジニル基、フェナントロリニル基、フェナジニル基、イソチア
ゾリル基、フェノチアジニル基、イソキサゾリル基、フラザニル基、ビフェニル基、ター
フェニル基、フルオレニル基またはフェノキサジニル基を表すか、あるいは
Ｒ1 は式II
【化３７】

で表される基を表し；
ｎが２のとき；
Ｒ1 は未置換であるかまたは炭素原子数１ないし４のアルキル基もしくはヒドロキシ基で
置換されたフェニレン基またはナフチレン基を表すか、あるいは
－Ｒ12－Ｘ－Ｒ13－を表し；
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Ｒ2 、Ｒ3 、Ｒ4 およびＲ5 は互いに独立して、水素原子、塩素原子、ヒドロキシル基、
炭素原子数１ないし２５のアルキル基、炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基、未
置換のもしくは炭素原子数１ないし４のアルキル基で置換されたフェニル基；未置換のも
しくは炭素原子数１ないし４のアルキル基で置換された炭素原子数５ないし８のシクロア
ルキル基；炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基、炭素原子数１ないし１８のアルキル
チオ基、炭素原子数１ないし４のアルキルアミノ基、ジ（炭素原子数１ないし４のアルキ
ル）アミノ基、炭素原子数１ないし２５のアルカノイルオキシ基、炭素原子数１ないし２
５のアルカノイルアミノ基、炭素原子数３ないし２５のアルケノイルオキシ基、酸素原子
、硫黄原子もしくは
【化３８】

で中断された炭素原子数３ないし２５のアルカノイルオキシ基；炭素原子数６ないし９の
シクロアルキルカルボニルオキシ基、ベンゾイルオキシ基または炭素原子数１ないし１２
のアルキルで置換されたベンゾイルオキシ基を表すか；あるいはそうでなければ基Ｒ2 お
よびＲ3 または基Ｒ3 およびＲ4 または基Ｒ4 およびＲ5 は、それらが結合される炭素原
子と一緒になって、ベンゾ環を形成し；
Ｒ4 はさらに、－（ＣＨ2 ）p －ＣＯＲ15または－（ＣＨ2 ）q ＯＨ（式中、ｐは０、１
または２を表し；ｑは１，２，３，４，５または６を表す。）を表し；あるいはＲ3 、Ｒ

5 およびＲ6 が水素原子を表す場合、Ｒ4 はさらに式III
【化３９】

（式中、Ｒ1 はｎ＝１に関して上記で定義された意味を表す。）で表される基を表し；
Ｒ6 は水素原子または式IV：
【化４０】

（式中、Ｒ4 は式III で表される基を表さずおよびＲ1 はｎ＝１に関して上記で定義され
た意味を表す。）で表される基を表し；
Ｒ7 、Ｒ8 、Ｒ9 、Ｒ10およびＲ11は互いに独立して、水素原子、ハロゲン原子、ヒドロ
キシル基、炭素原子数１ないし２５のアルキル基；酸素原子、硫黄原子もしくは
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【化４１】

で中断された炭素原子数２ないし２５のアルキル基；炭素原子数１ないし２５のアルコキ
シ基；酸素原子、硫黄原子もしくは
【化４２】

で中断された炭素原子数２ないし２５のアルコキシ基；炭素原子数１ないし２５のアルキ
ルチオ基、炭素原子数３ないし２５のアルケニル基、炭素原子数３ないし２５のアルケニ
ルオキシ基、炭素原子数３ないし２５のアルキニル基、炭素原子数３ないし２５のアルキ
ニルオキシ基、炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基、炭素原子数７ないし９のフ
ェニルアルコキシ基、未置換のもしくは炭素原子数１ないし４のアルキルで置換されたフ
ェニル基；未置換のもしくは炭素原子数１ないし４のアルキル基で置換されたフェノキシ
基；未置換のもしくは炭素原子数１ないし４のアルキル基で置換された炭素原子数５ない
し８のシクロアルキル基；未置換のもしくは炭素原子数１ないし４のアルキル基で置換さ
れた炭素原子数５ないし８のシクロアルコキシ基；炭素原子数１ないし４のアルキルアミ
ノ基、ジ（炭素原子数１ないし４のアルキル）アミノ基、炭素原子数１ないし２５のアル
カノイル基；酸素原子、硫黄原子もしくは
【化４３】

で中断された炭素原子数３ないし２５のアルカノイル基；炭素原子数１ないし２５のアル
カノイルオキシ基；酸素原子、硫黄原子もしくは
【化４４】

で中断された炭素原子数３ないし２５のアルカノイルオキシ基；炭素原子数１ないし２５
のアルカノイルアミノ基；炭素原子数３ないし２５のアルケノイル基；酸素原子、硫黄原
子もしくは
【化４５】

で中断された炭素原子数３ないし２５のアルケノイル基；炭素原子数３ないし２５のアル
ケノイルオキシ基；酸素原子、硫黄原子もしくは
【化４６】
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で中断された炭素原子数３ないし２５のアルケノイルオキシ基；炭素原子数６ないし９の
シクロアルキルカルボニル基、炭素原子数６ないし９のシクロアルキルカルボニルオキシ
基、ベンゾイル基もしくは炭素原子数１ないし１２のアルキル基で置換されたベンゾイル
基；ベンゾイルオキシ基もしくは炭素原子数１ないし１２のアルキル基で置換されたベン
ゾイルオキシ基；基：
【化４７】

を表すか、あるいはそうでなければ
式II中、基Ｒ7 およびＲ8 または基Ｒ8 およびＲ11はそれらが結合される炭素原子と一緒
になってベンゾ環を形成し；
Ｒ12およびＲ13は互いに独立して、未置換のもしくは炭素原子数１ないし４のアルキルで
置換されたフェニレン基またはナフチレン基を表し；
Ｒ14は水素原子または炭素原子数１ないし８のアルキル基を表し；
Ｒ15はヒドロキシル基、
【化４８】

を表し；
Ｒ16およびＲ17は、互いに独立して、水素原子、ＣＦ3 、炭素原子数１ないし１２のアル
キル基またはフェニル基を表すか、あるいはＲ16およびＲ17はそれらが結合される炭素原
子と一緒になって、未置換であるかもしくは炭素原子数１ないし４のアルキル基によって
１ないし３回置換された炭素原子数５ないし８のシクロアルキリデン環を形成し；
Ｒ18およびＲ19は互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし４のアルキル基または
フェニル基を表し；
Ｒ20は水素原子または炭素原子数１ないし４のアルキル基を表し；
Ｒ21は水素原子、未置換のもしくは炭素原子数１ないし４のアルキル基で置換されたフェ
ニル基；炭素原子数１ないし２５のアルキル基；酸素原子、硫黄原子もしくは
【化４９】

によって中断された炭素原子数２ないし２５のアルキル基；未置換であるかもしくはフェ
ニル基において炭素原子数１ないし４のアルキル基によって１ないし３回置換された炭素
原子数７ないし９のフェニルアルキル基；未置換であるかもしくはフェニル基において炭
素原子数１ないし４のアルキル基によって１ないし３回置換されおよび酸素原子、硫黄原
子もしくは
【化５０】
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でなければ基Ｒ20およびＲ21は、それらが結合している炭素原子と一緒になって、未置換
であるかもしくは炭素原子数１ないし４のアルキル基によって１ないし３回置換された炭
素原子数５ないし１２のシクロアルキレン基を形成し；
Ｒ22は水素原子または炭素原子数１ないし４のアルキル基を表し；
Ｒ23は水素原子、炭素原子数１ないし２５のアルカノイル基、炭素原子数３ないし２５の
アルケノイル基、酸素原子、硫黄原子もしくは
【化５１】

で中断された炭素原子数３ないし２５のアルカノイル基；ジ（炭素原子数１ないし６のア
ルキル）ホスホノエート基によって置換された炭素原子数２ないし２５のアルカノイル基
；炭素原子数６ないし９のシクロアルキルカルボニル基、テノイル基、フルオイル基、ベ
ンゾイル基もしくは炭素原子数１ないし１２のアルキル基で置換されたベンゾイル基；
【化５２】

（基中、ｓは０，１または２を表す。）を表し；
Ｒ24およびＲ25は互いに独立して水素原子または炭素原子数１ないし１８のアルキル基を
表し；
Ｒ26は水素原子または炭素原子数１ないし８のアルキル基を表し；
Ｒ27は直接結合、炭素原子数１ないし１８のアルキレン基；酸素原子、硫黄原子もしくは
【化５３】

によって置換された炭素原子数２ないし１８のアルキレン基；炭素原子数２ないし１８の
アルケニレン基、炭素原子数２ないし２０のアルキリデン基、炭素原子数７ないし２０の
フェニルアルキリデン基、炭素原子数５ないし８のシクロアルキレン基、炭素原子数７な
いし８のビシクロアルキレン基、未置換のもしくは炭素原子数１ないし４のアルキル基で
置換されたフェニレン基、
【化５４】
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を表し；
Ｒ28はヒドロキシル基、
【化５５】

（基中、　ｒは１，２または３を表す。）を表し；
Ｒ29は酸素原子、－ＮＨ－または
【化５６】

を表し；
Ｒ30は炭素原子数１ないし１８のアルキル基またはフェニル基を表し；
Ｒ31は水素原子または炭素原子数１ないし１８のアルキル基を表し；
Ｍはｒ－価の金属カチオンを表し；
Ｘは直接結合、酸素原子、硫黄原子もしくは－ＮＲ31－を表す。〕で表される化合物を含
む組成物である。
【００１０】
未置換であるか、または、炭素原子数１ないし４のアルキル基、炭素原子数１ないし４の
アルコキシ基、炭素原子数１ないし４のアルキルチオ基、ヒドロキシル基、ハロ基、アミ
ノ基、炭素原子数１ないし４のアルキルアミノ基、フェニルアミノ基もしくはジ（炭素原
子数１ないし４のアルキル）アミノ基によって置換された、ナフチル基、フェナントリル
基、アントリル基、５，６，７，８－テトラヒドロ－２－ナフチル基、５，６，７，８－
テトラヒドロ－１－ナフチル基、チエニル基、ベンゾ［ｂ］チエニル基、ナフト［２，３
－ｂ］－チエニル基、チアントレニル基、ジベンゾフリル基、クロメニル基、キサンテニ
ル基、フェノキサンチイニル基、ピロリル基、イミダゾリル基、ピラゾリル基、ピラジニ
ル基、ピリミジニル基、ピリダジニル基、インドリジニル基、イソインドリル基、インド
リル基、インダゾリル基、プリニル基、キノリジニル基、イソキノリル基、キノリル基、
フタラジニル基、ナフチリジニル基、キノキサリニル基、キナゾリニル基、シンノリニル
基、プテリジニル基、カルバゾリル基、β－カルボリニル基、フェナントリジニル基、ア
クリジニル基、ペリミジニル基、フェナントロリニル基、フェナジニル基、イソチアゾリ
ル基、フェノチアジニル基、イソキサゾリル基、フラザニル基、ビフェニル基、ターフェ
ニル基、フルオレニル基またはフェノキサジニル基は、例えば１－ナフチル基、２－ナフ
チル基、１－フェニルアミノ－４－ナフチル基、１－メチルナフチル基、２－メチルナフ
チル基、１－メトキシ－２－ナフチル基、２－メトキシ－１－ナフチル基、１－ジメチル
アミノ－２－ナフチル基、１，２－ジメチル－４－ナフチル基、１，２－ジメチル－６－
ナフチル基、１，２－ジメチル－７－ナフチル基、１，３－ジメチル－６－ナフチル基、
１，４－ジメチル－６－ナフチル基、１，５－ジメチル－２－ナフチル基、１，６－ジメ
チル－２－ナフチル基、１－ヒドロキシ－２－ナフチル基、２－ヒドロキシ－１－ナフチ
ル基、１，４－ジヒドロキシ－２－ナフチル基、７－フェナントリル基、１－アントリル
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基、２－アントリル基、９－アントリル基、３－ベンゾ［ｂ］チエニル基、５－ベンゾ［
ｂ］チエニル基、２－ベンゾ［ｂ］チエニル基、４－ジベンゾフリル基、４，７－ジベン
ゾフリル基、４－メチル－７－ジベンゾフリル基、２－キサンテニル基、８－メチル－２
－キサンテニル基、３－キサンテニル基、２－フェノキサンチニル基、２，７－フェノキ
サンチイニル基、２－ピロリル基、３－ピロリル基、５－メチル－３－ピロリル基、２－
イミダゾリル基、４－イミダゾリル基、５－イミダゾリル基、２－メチル－４－イミダゾ
リル基、２－エチル－４－イミダゾリル基、２－エチル－５－イミダゾリル基、３－ピラ
ゾリル基、１－メチル－３－ピラゾリル基、１－プロピル－４－ピラゾリル基、２－ピラ
ジニル基、５，６－ジメチル－２－ピラジニル基、２－インドリジニル基、２－メチル－
３－イソインドリル基、２－メチル－１－イソインドリル基、１－メチル－２－インドリ
ル基、１－メチル－３－インドリル基、１，５－ジメチル－２－インドリル基、１－メチ
ル－３－インダゾリル基、２，７－ジメチル－８－プリニル基、２－メトキシ－７－メチ
ル－８－プリニル基、２－キノリジニル基、３－イソキノリル基、６－イソキノリル基、
７－イソキノリル基、イソキノリル基、３－メトキシ－６－イソキノリル基、２－キノリ
ル基、６－キノリル基、７－キノリル基、２－メトキシ－３－キノリル基、２－メトキシ
－６－キノリル基、６－フタラジニル基、７－フタラジニル基、１－メトキシ－６－フタ
ラジニル基、１，４－ジメトキシ－６－フタラジニル基、１，８－ナフチリジン－２－イ
ル基、２－キノキサリニル基、６－キノキサリニル基、２，３－ジメチル－６－キノキサ
リニル基、２，３－ジメトキシ－６－キノキサニリニル基、２－キナゾリニル基、７－キ
ナゾリニル基、２－ジメチルアミノ－６－キナゾリニル基、３－シンノリニル基、６－シ
ンノリニル基、７－シンノリニル基、３－メトキシ－７－シンノリニル基、２－プテリジ
ニル基、６－プテリジニル基、７－プテリジニル基、６，７－ジメトキシ－２－プテリジ
ニル基、２－カルバゾリル基、３－カルバゾリル基、９－メチル－２－カルバゾリル基、
９－メチル－３－カルバゾリル基、β－カルボリニ－３－イル基、１－メチル－β－カル
ボリニ－３－イル基、１－メチル－β－カルボリニ－６－イル基、３－フェナントリジニ
ル基、２－アクリジニル基、３－アクリジニル基、２－ペリミジニル基、１－メチル－５
－ペリミジニル基、５－フェナントロリニル基、６－フェナントロリニル基、１－フェナ
ジニル基、２－フェナジニル基、３－イソチアゾリル基、４－イソチアゾリル基、５－イ
ソチアゾリル基、２－フェノチアジニル基、３－フェノチアジニル基、１０－メチル－３
－フェノチアジニル基、３－イソキサゾリル基、４－イソキサゾリル基、５－イソキサゾ
リル基、４－メチル－３－フラザニル基、２－フェノキサジニル基または１０－メチル－
２－フェノキサジニル基である。
【００１１】
未置換であるか、または、炭素原子数１ないし４のアルキル基、炭素原子数１ないし４の
アルコキシ基、炭素原子数１ないし４のアルキルチオ基、ヒドロキシル基、フェニルアミ
ノ基もしくはジ（炭素原子数１ないし４のアルキル）アミノ基によって置換された、ナフ
チル基、フェナントリル基、アントリル基、５，６，７，８－テトラヒドロ－２－ナフチ
ル基、５，６，７，８－テトラヒドロ－１－ナフチル基、チエニル基、ベンゾ［ｂ］チエ
ニル基、ナフト［２，３－ｂ］－チエニル基、チアントレニル基、ジベンゾフリル基、ク
ロメニル基、キサンテニル基、フェノキサンチイニル基、ピロリル基、イソインドリル基
、インドリル基、フェノチアジニル基、ビフェニル基、ターフェニル基、フルオレニル基
またはフェノキサジニル基は、例えば１－ナフチル基、２－ナフチル基、１－フェニルア
ミノ－４－ナフチル基、１－メチルナフチル基、２－メチルナフチル基、１－メトキシ－
２－ナフチル基、２－メトキシ－１－ナフチル基、１－ジメチルアミノ－２－ナフチル基
、１，２－ジメチル－４－ナフチル基、１，２－ジメチル－６－ナフチル基、１，２－ジ
メチル－７－ナフチル基、１，３－ジメチル－６－ナフチル基、１，４－ジメチル－６－
ナフチル基、１，５－ジメチル－２－ナフチル基、１，６－ジメチル－２－ナフチル基、
１－ヒドロキシ－２－ナフチル基、２－ヒドロキシ－１－ナフチル基、１，４－ジヒドロ
キシ－２－ナフチル基、７－フェナントリル基、１－アントリル基、２－アントリル基、
９－アントリル基、３－ベンゾ［ｂ］チエニル基、５－ベンゾ［ｂ］チエニル基、２－ベ
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ンゾ［ｂ］チエニル基、４－ジベンゾフリル基、４，７－ジベンゾフリル基、４－メチル
－７－ジベンゾフリル基、２－キサンテニル基、８－メチル－２－キサンテニル基、３－
キサンテニル基、２－ピロリル基、３－ピロリル基、２－フェノチアジニル基、３－フェ
ノチアジニル基、１０－メチル－３－フェノチアジニル基である。
【００１２】
ハロゲン原子（ハロ基）は、例えば塩素原子、臭素原子またはヨウ素原子である。塩素原
子により与えられるものが好ましい。
【００１３】
２５個までの炭素原子を含むアルカノイル基は枝分かれしたまたは枝分かれしていない基
であり、例えば、ホルミル基、アセチル基、プロピオニル基、ブタノイル基、ペンタノイ
ル基、ヘキサノイル基、ヘプタノイル基、オクタノイル基、ノナノイル基、デカノイル基
、ウンデカノイル基、ドデカノイル基、トリデカノイル基、テトラデカノイル基、ペンタ
デカノイル基、ヘキサデカノイル基、ヘプタデカノイル基、オクタデカノイル基、エイコ
サノイル基またはドコサノイル基である。好ましいものは、２ないし１８個の、特には２
ないし１２個の、例えば２ないし６個の炭素原子をもつアルカノイル基で与えられるもの
である。特別に好ましいものはアセチル基で与えられるものである。
【００１４】
ジ（炭素原子数１ないし６のアルキル）ホスホネート基によって置換された
炭素原子数２ないし２５個のアルカノイル基は、例えば（ＣＨ3 ＣＨ2 Ｏ）2 ＰＯＣＨ2 

ＣＯ－、（ＣＨ3 Ｏ）2 ＰＯＣＨ2 ＣＯ－、（ＣＨ3 ＣＨ2 ＣＨ2 ＣＨ2 Ｏ）2 ＰＯＣＨ

2 ＣＯ－、（ＣＨ3 ＣＨ2 Ｏ）2 ＰＯＣＨ2 ＣＨ2 ＣＯ－、（ＣＨ3 Ｏ）2 ＰＯＣＨ2 Ｃ
Ｈ2 ＣＯ－、（ＣＨ3 ＣＨ2 ＣＨ2 ＣＨ2 Ｏ）2 ＰＯＣＨ2 ＣＨ2 ＣＯ－、（ＣＨ3 ＣＨ

2 Ｏ）2 ＰＯ（ＣＨ2 ）4 ＣＯ－、（ＣＨ3 ＣＨ2 Ｏ）2 ＰＯ（ＣＨ2 ）8 ＣＯ－または
（ＣＨ3 ＣＨ2 Ｏ）2 ＰＯ（ＣＨ2 ）17ＣＯ－である。
【００１５】
２５個までの炭素原子を含むアルカノイルオキシ基は枝分かれしたまたは枝分かれしてい
ない基であり、例えばホルミルオキシ基、アセトキシ基、プロピオニルオキシ基、ブタノ
イルオキシ基、ペンタノイルオキシ基、ヘキサノイルオキシ基、ヘプタノイルオキシ基、
オクタノイルオキシ基、ノナノイルオキシ基、デカノイルオキシ基、ウンデカノイルオキ
シ基、ドデカノイルオキシ基、トリデカノイルオキシ基、テトラデカノイルオキシ基、ペ
ンタデカノイルオキシ基、ヘキサデカノイルオキシ基、ヘプタデカノイルオキシ基、オク
タデカノイルオキシ基、エイコサノイルオキシ基またはドコサノイルオキシ基である。好
ましいものは、２ないし１８個の、特には２ないし１２個の、例えば２ないし６個の炭素
原子をもつアルカノイルオキシ基で与えられるものである。特別に好ましいものはアセト
キシ基で与えられるものである。
【００１６】
３ないし２５個の炭素原子をもつアルケノイル基は枝分かれしたまたは枝分かれしていな
い基であり、例えばプロペノイル基、２－ブテノイル基、３－ブテノイル基、イソブテノ
イル基、ｎ－２，４－ペンダジエノイル基、３－メチル－２－ブテノイル基、ｎ－２－オ
クテノイル基、ｎ－２－ドデセノイル基、イソ－ドデセノイル基、オレオイル基、ｎ－２
－オクタデセノイル基またはｎ－４－オクタデセノイル基である。好ましいものは、３な
いし１８個の、特には３ないし１２個の、例えば３ないし６個の、特別には３ないし４個
の炭素原子をもつアルケノイル基で与えられるものである。
【００１７】
酸素原子、硫黄原子もしくは
【化５７】
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によって中断された炭素原子数３ないし２５のアルケノイル基は、例えばＣＨ3 ＯＣＨ2 

ＣＨ2 ＣＨ＝ＣＨＣＯ－またはＣＨ3 ＯＣＨ2 ＣＨ2 ＯＣＨ＝ＣＨＣＯ－である。
【００１８】
３ないし２５個の炭素原子をもつアルケノイルオキシ基は枝分かれしたまたは枝分かれし
ていない基であり、代表的にはプロペノイルオキシ基、２－ブテノイルオキシ基、３－ブ
テノイルオキシ基、イソブテノイルオキシ基、ｎ－２，４－ペンダジエノイルオキシ基、
３－メチル－２－ブテノイルオキシ基、ｎ－２－オクテノイルオキシ基、ｎ－２－ドデセ
ノイルオキシ基、イソ－ドデセノイルオキシ基、オレオイルオキシ基、ｎ－２－オクタデ
セノイルオキシ基またはｎ－４－オクタデセノイルオキシ基である。好ましいものは、３
ないし１８個の、特には３ないし１２個の、例えば３ないし６個の、特別には３ないし４
個の炭素原子をもつアルケノイルオキシ基で与えられるものである。
【００１９】
酸素原子、硫黄原子もしくは
【化５８】

によって中断された炭素原子数３ないし２５のアルケノイルオキシ基は、例えばＣＨ3 Ｏ
ＣＨ2 ＣＨ2 ＣＨ＝ＣＨＣＯＯ－またはＣＨ3 ＯＣＨ2 ＣＨ2 ＯＣＨ＝ＣＨＣＯＯ－であ
る。
【００２０】
酸素原子、硫黄原子もしくは
【化５９】

によって中断された炭素原子数３ないし２５のアルカノイル基は、例えばＣＨ3 －Ｏ－Ｃ
Ｈ2 ＣＯ－、ＣＨ3 －Ｓ－ＣＨ2 ＣＯ－、ＣＨ3 －ＮＨ－ＣＨ2 ＣＯ－、ＣＨ3 －Ｎ（Ｃ
Ｈ3 ）－ＣＨ2 ＣＯ－、ＣＨ3 －Ｏ－ＣＨ2 ＣＨ2 －Ｏ－ＣＨ2 ＣＯ－、ＣＨ3 －（Ｏ－
ＣＨ2 ＣＨ2 －）2 Ｏ－ＣＨ2 ＣＯ－、ＣＨ3 －（Ｏ－ＣＨ2 ＣＨ2 ）3 －Ｏ－ＣＨ2 Ｃ
Ｏ－またはＣＨ3 －（Ｏ－ＣＨ2 ＣＨ2 ）4 Ｏ－ＣＨ2 ＣＯ－である。
【００２１】
酸素原子、硫黄原子もしくは
【化６０】

によって中断された炭素原子数３ないし２５のアルカノイルオキシ基は、例えばＣＨ3 －
Ｏ－ＣＨ2 ＣＯＯ－、ＣＨ3 －Ｓ－ＣＨ2 ＣＯＯ－、ＣＨ3 －ＮＨ－ＣＨ2 ＣＯＯ－、Ｃ
Ｈ3 －Ｎ（ＣＨ3 ）－ＣＨ2 ＣＯＯ－、ＣＨ3 －Ｏ－ＣＨ2 ＣＨ2 －Ｏ－ＣＨ2 ＣＯＯ－
、ＣＨ3 －（Ｏ－ＣＨ2 ＣＨ2 －）2 Ｏ－ＣＨ2 ＣＯＯ－、ＣＨ3 －（Ｏ－ＣＨ2 ＣＨ2 

）3 －Ｏ－ＣＨ2 ＣＯＯ－またはＣＨ3 －（Ｏ－ＣＨ2 ＣＨ2 ）4 Ｏ－ＣＨ2 ＣＯＯ－で
ある。
【００２２】
炭素原子数６ないし９のシクロアルキルカルボニル基は、例えばシクロペンチルカルボニ
ル基、シクロヘキシルカルボニル基、シクロヘプチルカルボニル基またはシクロオクチル
カルボニル基である。シクロヘキシルカルボニル基が好ましい。
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【００２３】
炭素原子数６ないし９のシクロアルキルカルボニルオキシ基は、例えばシクロペンチルカ
ルボニルオキシ基、シクロヘキシルカルボニルオキシ基、シクロヘプチルカルボニルオキ
シ基またはシクロオクチルカルボニルオキシ基である。シクロヘキシルカルボニルオキシ
基が好ましい。
【００２４】
好ましくは１ないし３個の、特別には１または２個のアルキル基を有する炭素原子数１な
いし１２のアルキル基で置換されたベンゾイル基は例えば、ｏ－、ｍ－、ｐ－メチルベン
ゾイル基、２，３－ジメチルベンゾイル基、２，４－ジメチルベンゾイル基、２，５－ジ
メチルベンゾイル基、２，６－ジメチルベンゾイル基、３，４－ジメチルベンゾイル基、
３，５－ジメチルベンゾイル基、２－メチル－６－エチルベンゾイル基、４－第三ブチル
ベンゾイル基、２－エチルベンゾイル基、２，４，６－トリメチルベンゾイル基、２，６
－ジメチル－４－第三ブチルベンゾイル基または３，５－ジ－第三ブチルベンゾイル基で
ある。好ましい置換基は炭素原子数１ないし８のアルキル基、特には炭素原子数１ないし
４のアルキル基である。
【００２５】
好ましくは１ないし３個の、特別には１または２個のアルキル基を有する炭素原子数１な
いし１２のアルキル基で置換されたベンゾイルオキシ基は例えば、ｏ－、ｍ－、ｐ－メチ
ルベンゾイルオキシ基、２，３－ジメチルベンゾイルオキシ基、２，４－ジメチルベンゾ
イルオキシ基、２，５－ジメチルベンゾイルオキシ基、２，６－ジメチルベンゾイルオキ
シ基、３，４－ジメチルベンゾイルオキシ基、３，５－ジメチルベンゾイルオキシ基、２
－メチル－６－エチルベンゾイルオキシ基、４－第三ブチルベンゾイルオキシ基、２－エ
チルベンゾイルオキシ基、２，４，６－トリメチルベンゾイルオキシ基、２，６－ジメチ
ル－４－第三ブチルベンゾイルオキシ基または３，５－ジ－第三ブチルベンゾイルオキシ
基である。好ましい置換基は炭素原子数１ないし８のアルキル基、特には炭素原子数１な
いし４のアルキル基である。
【００２６】
２５個までの炭素原子のアルキル基は枝分かれしたまたは枝分かれしていない基であり、
例えば、メチル基、エチル基、プロピル基、イソプロピル基、ｎ－ブチル基、第二ブチル
基、イソブチル基、第三ブチル基、２－エチルブチル基、ｎ－ペンチル基、イソペンチル
基、１－メチルペンチル基、１，３－ジメチルブチル基、ｎ－ヘキシル基、１－メチルヘ
キシル基、ｎ－ヘプチル基、イソヘプチル基、１，１，３，３－テトラメチルブチル基、
１－メチルヘプチル基、３－メチルヘプチル基、ｎ－オクチル基、２－エチルヘキシル基
、１，１，３－トリメチルヘキシル基、１，１，３，３－テトラメチルペンチル基、ノニ
ル基、デシル基、ウンデシル基、１－メチルウンデシル基、ドデシル基、１，１，３，３
，５，５－ヘキサメチルヘキシル基、トリデシル基、テトラデシル基、ペンタデシル基、
ヘキサデシル基、ヘプタデシル基、オクタデシル基、エイコシル基またはドコシル基であ
る。Ｒ2 およびＲ4 の好ましい意味の１つは例えば、炭素原子数１ないし１８のアルキル
基である。Ｒ4 の特に好ましい意味は炭素原子数１ないし４のアルキル基である。
【００２７】
炭素原子数３ないし２５のアルケニル基は枝分かれしたまたは枝分かれしていない基であ
り、例えば、プロペニル基、２－ブテニル基、３－ブテニル基、イソブテニル基、ｎ－２
，４－ペンタジエニル基、３－メチル－２－ブテニル基、ｎ－２－オクテニル基、ｎ－２
－ドデセニル基、イソドデセニル基、オレイル基、ｎ－２－オクタデセニル基またはｎ－
４－オクタデセニル基である。好ましいものは３ないし１８個、特には３ないし１２個、
例えば３ないし６個、特に３ないし４個の炭素原子をもつアルケニル基で与えられる。
【００２８】
炭素原子数３ないし２５のアルケニルオキシ基は枝分かれしたまたは枝分かれしていない
基であり、例えば、プロペニルオキシ基、２－ブテニルオキシ基、３－ブテニルオキシ基
、イソブテニルオキシ基、ｎ－２，４－ペンタジエニルオキシ基、３－メチル－２－ブテ
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ニルオキシ基、ｎ－２－オクテニルオキシ基、ｎ－２－ドデセニルオキシ基、イソドデセ
ニルオキシ基、オレイルオキシ基、ｎ－２－オクタデセニルオキシ基またはｎ－４－オク
タデセニルオキシ基である。好ましいものは３ないし１８個、特には３ないし１２個、例
えば３ないし６個、特に３ないし４個の炭素原子をもつアルケニルオキシ基で与えられる
ものである。
【００２９】
３ないし２５個の炭素原子をもつアルキニル基は枝分かれしたまたは枝分かれしていない
基であり、例えばプロピニル基（－ＣＨ2 －Ｃ≡ＣＨ）、２－ブチニル基、３－ブチニル
基、ｎ－２－オクチニル基またはｎ－２－ドデシニル基である。
好ましいものは３ないし１８個の、特に３ないし１２個の、例えば３ないし６個の、特別
には３ないし４個の炭素原子をもつアルキニル基で与えられるものである。
【００３０】
３ないし２５個の炭素原子をもつアルキニルオキシ基は枝分かれしたまたは枝分かれして
いない基であり、例えばプロピニルオキシ基（－ＯＣＨ2 －Ｃ≡ＣＨ）、２－ブチニルオ
キシ基、３－ブチニルオキシ基、ｎ－２－オクチニルオキシ基またはｎ－２－ドデシニル
オキシ基である。
好ましいものは３ないし１８個の、特に３ないし１２個の、例えば３ないし６個の、特別
には３ないし４個の炭素原子をもつアルキニルオキシ基で与えられるものである。
【００３１】
酸素原子、硫黄原子もしくは
【化６１】

によって中断された炭素原子数２ないし２５のアルキル基は、例えばＣＨ3 －Ｏ－ＣＨ2 

－、ＣＨ3 －Ｓ－ＣＨ2 －、ＣＨ3 －ＮＨ－ＣＨ2 －、ＣＨ3 －Ｎ（ＣＨ3 ）－ＣＨ2 －
、ＣＨ3 －Ｏ－ＣＨ2 ＣＨ2 －Ｏ－ＣＨ2 －、ＣＨ3 －（Ｏ－ＣＨ2 ＣＨ2 －）2 Ｏ－Ｃ
Ｈ2 －、ＣＨ3 －（Ｏ－ＣＨ2 ＣＨ2 ）3 －Ｏ－ＣＨ2 －またはＣＨ3 －（Ｏ－ＣＨ2 Ｃ
Ｈ2 ）4 Ｏ－ＣＨ2 －である。
【００３２】
炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基は、例えばベンジル基、α－メチルベンジル
基、α，α－ジメチルベンジル基または２－フェニルエチル基である。ベンジル基および
α，α－ジメチルベンジル基が好ましい。
【００３３】
未置換であるかまたはフェニル基において炭素原子数１ないし４のアルキル基によって１
ないし３回置換された炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基は、例えばベンジル基
、α－メチルベンジル基、α，α－ジメチルベンジル基、２－フェニルエチル基、２－メ
チルベンジル基、３－メチルベンジル基、４－メチルベンジル基、２，４－ジメチルベン
ジル基、２，６－ジメチルベンジル基または４－第三ブチルベンジル基である。ベンジル
基が好ましい。
【００３４】
未置換であるかまたはフェニル基において炭素原子数１ないし４のアルキル基によって１
ないし３回置換された、および酸素原子、硫黄原子もしくは
【化６２】

によって中断された炭素原子数７ないし２５のフェニルアルキル基は枝分かれしたまたは



(14) JP 4154703 B2 2008.9.24

10

20

30

40

50

枝分かれしていない基であり、例えば、フェノキシメチル基、２－メチルフェノキシメチ
ル基、３－メチルフェノキシメチル基、４－メチルフェノキシメチル基、２，４－ジメチ
ルフェノキシメチル基、２，３－ジメチルフェノキシメチル基、フェニルチオメチル基、
Ｎ－メチル－Ｎ－フェニルメチル基、Ｎ－エチル－Ｎ－フェニルメチル基、４－第三ブチ
ルフェノキシメチル基、４－第三ブチルフェノキシエトキシメチル基、２，４－ジ第三ブ
チルフェノキシメチル基、２，４－ジ第三ブチルフェノキシエトキシメチル基、フェノキ
シエトキシエトキシエトキシメチル基、ベンジルオキシメチル基、ベンジルオキシエトキ
シメチル基、Ｎ－ベンジル－Ｎ－エチルメチル基またはＮ－ベンジル－Ｎ－イソプロピル
メチル基である。
【００３５】
炭素原子数１ないし９のフェニルアルコキシ基は、例えばベンジルオキシ基、α－メチル
ベンジルオキシ基、α，α－ジメチルベンジルオキシ基または２－フェニルエトキシ基で
ある。ベンジルオキシ基が好ましい。
【００３６】
好ましくは１ないし３個の、特には１または２個のアルキル基を含む炭素原子数１ないし
４のアルキル基で置換されたフェニル基は例えば、ｏ－、ｍ－、ｐ－メチルフェニル基、
２，３－ジメチルフェニル基、２，４－ジメチルフェニル基、２，５－ジメチルフェニル
基、２，６－ジメチルフェニル基、３，４－ジメチルフェニル基、３，５－ジメチルフェ
ニル基、２－メチル－６－エチルフェニル基、４－第三ブチルフェニル基、２－エチルフ
ェニル基または２，６－ジエチルフェニル基である。
【００３７】
好ましくは１ないし３個の、特には１または２個のアルキル基を含む炭素原子数１ないし
４のアルキル基で置換されたフェノキシ基は例えば、ｏ－、ｍ－、ｐ－メチルフェノキシ
基、２，３－ジメチルフェノキシ基、２，４－ジメチルフェノキシ基、２，５－ジメチル
フェノキシ基、２，６－ジメチルフェノキシ基、３，４－ジメチルフェノキシ基、３，５
－ジメチルフェノキシ基、２－メチル－６－エチルフェノキシ基、４－第三ブチルフェノ
キシ基、２－エチルフェノキシ基または２，６－ジエチルフェノキシ基を表す。
【００３８】
未置換のもしくは炭素原子数１ないし４のアルキル基で置換された炭素原子数５ないし８
のシクロアルキル基、例えば、シクロペンチル基、メチルシクロペンチル基、ジメチルシ
クロペンチル基、シクロヘキシル基、メチルシクロヘキシル基、ジメチルシクロヘキシル
基、トリメチルシクロヘキシル基、第三ブチルシクロヘキシル基、シクロヘプチル基また
はシクロオクチル基である。好ましいのはシクロヘキシル基および第三ブチルシクロヘキ
シル基である。
【００３９】
未置換のもしくは炭素原子数１ないし４のアルキル基で置換された炭素原子数５ないし８
のシクロアルキルオキシ基は、例えば、シクロペントキシ基、メチルシクロペントキシ基
、ジメチルシクロペントキシ基、シクロヘキソキシ基、メチルシクロヘキソキシ基、ジメ
チルシクロヘキソキシ基、トリメチルシクロヘキソキシ基、第三ブチルシクロヘキソキシ
基、シクロヘプトキシ基またはシクロオクトキシ基である。好ましいのはシクロヘキソキ
シ基および第三ブチルシクロヘキソキシ基である。
【００４０】
２５個までの炭素原子をもつアルコキシ基は枝分かれしたまたは枝分かれしていない基で
あり、例えば、メトキシ基、エトキシ基、プロポキシ基、イソプロポキシ基、ｎ－ブトキ
シ基、イソブトキシ基、ペントキシ基、イソペントキシ基、ヘキソキシ基、ヘプトキシ基
、オクトキシ基、デシルオキシ基、テトラデシルオキシ基、ヘキサデシルオキシ基または
オクタデシルオキシ基である。好ましいものは１ないし１２個の、特に１ないし８個の、
例えば１ないし６個の炭素原子をもつアルコキシ基で与えられるものである。
【００４１】
酸素原子、硫黄原子もしくは
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【化６３】

によって中断された炭素原子数２ないし２５のアルコキシ基は、例えばＣＨ3 －Ｏ－ＣＨ

2 ＣＨ2 Ｏ－、ＣＨ3 －Ｓ－ＣＨ2 ＣＨ2 Ｏ－、ＣＨ3 －ＮＨ－ＣＨ2 ＣＨ2 Ｏ－、ＣＨ

3 －Ｎ（ＣＨ3 ）－ＣＨ2 ＣＨ2 Ｏ－、ＣＨ3 －Ｏ－ＣＨ2 ＣＨ2 －Ｏ－ＣＨ2 ＣＨ2 Ｏ
－、ＣＨ3 －（Ｏ－ＣＨ2 ＣＨ2 －）2 Ｏ－ＣＨ2 ＣＨ2 Ｏ－、ＣＨ3 －（Ｏ－ＣＨ2 Ｃ
Ｈ2 ）3 －Ｏ－ＣＨ2 ＣＨ2 Ｏ－またはＣＨ3 －（Ｏ－ＣＨ2 ＣＨ2 ）4 Ｏ－ＣＨ2 ＣＨ

2 Ｏ－である。
【００４２】
２５個までの炭素原子をもつアルキルチオ基は枝分かれしたまたは枝分かれしていない基
であり、例えば、メチルチオ基、エチルチオ基、プロピルチオ基、イソプロピルチオ基、
ｎ－ブチルチオ基、イソブチルチオ基、ペンチルチオ基、イソペンチルチオ基、ヘキシル
チオ基、ヘプチルチオ基、オクチルチオ基、デシルチオ基、テトラデシルチオ基、ヘキサ
デシルチオ基またはオクタデシルチオ基である。好ましいものは１ないし１２個の、特に
１ないし８個の、例えば１ないし６個の炭素原子をもつアルキルチオ基で与えられるもの
である。
【００４３】
４個までの炭素原子をもつアルキルアミノ基は枝分かれしたまたは枝分かれしていない基
であり、例えば、メチルアミノ基、エチルアミノ基、プロピルアミノ基、イソプロピルア
ミノ基、ｎ－ブチルアミノ基、イソブチルアミノ基または第三ブチルアミノ基である。
【００４４】
ジ（炭素原子数１ないし４のアルキル）アミノ基はまた、枝分かれしたまたは枝分かれし
ていない、互いに独立した２つの基であり、例えば、ジメチルアミノ基、メチルエチルア
ミノ基、ジエチルアミノ基、メチル－ｎ－プロピルアミノ基、メチル－ｎ－プロピルアミ
ノ基、メチルイソプロピルアノ基、メチル－ｎ－ブチルアミノ基、メチルイソブチルアミ
ノ基、エチルイソプロピルアミノ基、エチル－ｎ－イソブチルアミノ基、エチルイソブチ
ルアミノ基、エチル－第三ブチルアミノ基、ジエチルアミノ基、ジイソプロピルアミノ基
、イソプロピル－ｎ－ブチルアミノ基、イソプロピルイソブチルアミノ基、ジ－ｎ－ブチ
ルアミノ基またはジイソブチルアミノ基である。
【００４５】
２５個までの炭素原子をもつアルカノイルアミノ基は枝分かれしたまたは枝分かれしてい
ない基であり、例えば、ホルミルアミノ基、アセチルアミノ基、プロピオニルアミノ基、
ブタノイルアミノ基、ペンタノイルアミノ基、ヘキサノイルアミノ基、ヘプタノイルアミ
ノ基、オクタノイルアミノ基、ノナノイルアミノ基、デカノイルアミノ基、ウンデカノイ
ルアミノ基、ドデカノイルアミノ基、トリデカノイルアミノ基、テトラデカノイルアミノ
基、ペンタデカノイルアミノ基、ヘキサデカノイルアミノ基、ヘプタデカノイルアミノ基
、オクタデカノイルアミノ基、エイコサノイルアミノ基またはドコサノイルアミノ基であ
る。好ましいものは、２ないし１８個の、特には２ないし１２個の、例えば２ないし６個
の炭素原子をもつアルカノイルアミノ基で与えられるものである。
【００４６】
炭素原子数１ないし１８のアルキレン基は枝分かれしたまたは枝分かれしていない基であ
り、例えば、メチレン基、エチレン基、プロピレン基、トリメチレン基、テトラメチレン
基、ペンタメチレン基、ヘキサメチレン基、ヘプタメチレン基、オクタメチレン基、デカ
メチレン基、ドデカメチレン基またはオクタデカメチレン基である。好ましいものは炭素
原子数１ないし１２のアルキレン基、特に炭素原子数１ないし８のアルキレン基で与えら
れるものである。
【００４７】
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炭素原子数１ないし４のアルキル基で置換された炭素原子数５ないし１２のシクロアルキ
レン環は好ましくは１ないし３個の、好ましくは１ないし２個の枝分かれしたまたは枝分
かれしていないアルキル基を含み、例えば、シクロペンチキレン基、メチルシクロペンチ
キレン基、ジメチルシクロペンチキレン基、シクロヘキシキレン基、メチルシクロヘキシ
キレン基、ジメチルシクロヘキシキレン基、トリメチルシクロヘキシキレン基、第三ブチ
ルシクロヘキシキレン基、シクロヘプチキレン基、シクロオクチキレン基またはシクロデ
シレン基である。好ましいものは、シクロヘキシレン基および第三ブチルシクロヘキシレ
ン基で与えられるものである。
【００４８】
酸素原子、硫黄原子もしくは
【化６４】

によって中断された炭素原子数２ないし１８のアルキレン基は、例えば－ＣＨ2 －Ｏ－Ｃ
Ｈ2 －、－ＣＨ2 －Ｓ－ＣＨ2 －、－ＣＨ2 －ＮＨ－ＣＨ2 －、－ＣＨ2 －Ｎ（ＣＨ3 ）
－ＣＨ2 －、－ＣＨ2 －Ｏ－ＣＨ2 ＣＨ2 －Ｏ－ＣＨ2 －、－ＣＨ2 －（Ｏ－ＣＨ2 ＣＨ

2 －）2 Ｏ－ＣＨ2 －、－ＣＨ2 （Ｏ－ＣＨ2 ＣＨ2 －）3 Ｏ－ＣＨ2 －、－ＣＨ2 －（
Ｏ－ＣＨ2 ＣＨ2 －）4 Ｏ－ＣＨ2 －または－ＣＨ2 ＣＨ2 －Ｓ－ＣＨ2 ＣＨ2 －である
。
【００４９】
炭素原子数２ないし１８のアルキニレン基は、例えばビニレン基、メチルビニレン基、オ
クテニルエチレン基またはドデセニルエチレン基である。好ましいものは、炭素原子数２
ないし８のアルケニレン基で与えられるものである。
【００５０】
２ないし２０個の炭素原子をもつアルキリデン基は、例えばエチリデン基、プロピリデン
基、ブチリデン基、ペンチリデン基、４－メチルペンチリデン基、ヘプチリデン基、ノニ
リデン基、トリデシリデン基、ノナデシリデン基、１－メチルエチリデン基、１－エチル
プロピリデン基または１－エチルペンチリデン基である。好ましいものは炭素原子数２な
いし８のアルキリデン基で与えられるものである。
【００５１】
７ないし２０個の炭素原子をもつフェニルアルキリデン基は、例えばベンジリデン基、２
－フェニルエチリデン基または１－フェニル－２－ヘキシリデン基である。好ましいのは
炭素原子数７ないし９のフェニルアルキリデン基で与えられるものである。
【００５２】
炭素原子数５ないし８のシクロアルキレン基は、２個の自由電子価および少なくとも１つ
の環単位をもつ飽和炭化水素であり、例えばシクロペンチレン基、シクロヘキシレン基、
シクロヘプチレン基またはシクロオクチレン基である。好ましいものはシクロヘキシレン
基である。
【００５３】
炭素原子数７ないし８のビシクロアルキレン基は例えば、ビシクロヘキシレン基、ビシク
ロオクチレン基である。
【００５４】
未置換のもしくは炭素原子数ないし４のアルキル基で置換されたフェニレン基またはナフ
チレン基は、例えば１，２－、１，３－、１，４－フェニレン基、１，２－、１，３－、
１，４－、１，６－、１，７－、２，６－または２，７－ナフチレン基である。１，４－
フェニレン基が好ましい。
【００５５】
炭素原子数１ないし４のアルキル基で置換された炭素原子数５ないし８のシクロアルキリ
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デン環は１ないし３個の、特に１ないし２個の枝分かれしたまたは枝分かれしていないア
ルキル基を含み、例えばシクロペンチリデン基、メチルシクロペンチリデン基、ジメチル
シクロペンチリデン基、シクロヘキシリデン基、メチルシクロヘキシリデン基、ジメチル
シクロヘキシリデン基、トリメチルシクロヘキシリデン基、第三ブチルシクロヘキシリデ
ン基、シクロヘプチリデン基またはシクロオクチリデン基である。好ましいものは、シク
ロヘキシリデン基および第三ブチルシクロヘキシリデン基で与えられるものである。
【００５６】
一価、二価もしくは三価の金属カチオンは、好ましくはアルカリ金属、アルカリ土類金属
またはアルミニウムカチオンであり、例えば、Ｎａ+ ，Ｋ+ ，Ｍｇ++，Ｃａ++またはＡｌ
+++ である。
【００５７】
好ましいものは、式中、ｎが２のとき
Ｒ1 が－Ｒ12－Ｘ－Ｒ13－を表し；
Ｒ12およびＲ13がフェニレン基を表し；
Ｘが酸素原子もしくは－ＮＲ31－を表し；および
Ｒ31が炭素原子数１ないし４のアルキル基を表す式Ｉで表される化合物の少なくとも１種
を成分（ｂ）として含む組成物で与えられるものである。
【００５８】
好ましいものはまた、　成分（ｂ）として、式中
ｎが１のとき
Ｒ1 は未置換であるか、または炭素原子数１ないし４のアルキル基、炭素原子数１ないし
４のアルコキシ基、炭素原子数１ないし４のアルキルチオ基、ヒドロキシル基、ハロ基、
アミノ基、炭素原子数１ないし４のアルキルアミノ基もしくはジ（炭素原子数１ないし４
のアルキル）アミノ基によって置換された、ナフチル基、フェナントリル基、チエニル基
、ジベンゾフリル基、フルオレニル基またはフェノキサジニル基を表すか、あるいは
Ｒ1 は式II
【化６５】

で表される基を表し；
Ｒ7 、Ｒ8 、Ｒ9 、Ｒ10およびＲ11は互いに独立して、水素原子、塩素原子、臭素原子、
ヒドロキシル基、炭素原子数１ないし１８のアルキル基；酸素原子もしくは硫黄原子で中
断された炭素原子数２ないし１８のアルキル基；炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基
；酸素原子もしくは硫黄原子により中断された炭素原子数２ないし１８のアルコキシ基；
炭素原子数１ないし１８のアルキルチオ基、炭素原子数３ないし１２のアルケニルオキシ
基、炭素原子数３ないし１２のアルキニルオキシ基、炭素原子数７ないし９のフェニルア
ルキル基、炭素原子数７ないし９のフェニルアルコキシ基；未置換のもしくは炭素原子数
１ないし４のアルキルで置換されたフェニル基；フェノキシ基、シクロヘキシル基；炭素
原子数５ないし８のシクロアルコキシ基、炭素原子数１ないし４のアルキルアミノ基、ジ
（炭素原子数１ないし４のアルキル）アミノ基、炭素原子数１ないし１２のアルカノイル
基；酸素原子もしくは硫黄原子で中断された炭素原子数３ないし１２のアルカノイル基；
炭素原子数１ないし１２のアルカノイルオキシ基；酸素原子もしくは硫黄原子で中断され
た炭素原子数３ないし１２のアルカノイルオキシ基；炭素原子数１ないし１２のアルカノ
イルアミノ基；炭素原子数３ないし１２のアルケノイル基、炭素原子数３ないし１２のア
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ルケノイルオキシ基、シクロヘキシルカルボニル基、シクロヘキシルカルボニルオキシ基
、ベンゾイル基もしくは炭素原子数１ないし４のアルキル基で置換されたベンゾイル基；
ベンゾイルオキシ基もしくは炭素原子数１ないし４のアルキル基で置換されたベンゾイル
オキシ基；基：
【化６６】

を表すか、あるいはそうでなければ
式II中、基Ｒ7 およびＲ8 または基Ｒ8 およびＲ11はそれらが結合される炭素原子と一緒
になってベンゾ環を形成し；
Ｒ15はヒドロキシル基、炭素原子数１ないし１２のアルコキシ基または
【化６７】

を表し；
Ｒ18およびＲ19は互いに独立して、水素原子または炭素原子数１ないし４のアルキル基を
表し；
Ｒ20は水素原子を表し；
Ｒ21は水素原子、フェニル基、炭素原子数１ないし１８のアルキル基；酸素原子もしくは
硫黄原子で中断された炭素原子数２ないし１８のアルキル基、炭素原子数７ないし９のフ
ェニルアルキル基；未置換であるかもしくはフェニル基において炭素原子数１ないし４の
アルキル基によって１ないし３回置換されおよび酸素原子もしくは硫黄原子によって中断
された炭素原子数７ないし１８のフェニルアルキル基を表し；あるいはそうでなければ基
Ｒ20およびＲ21は、それらが結合している炭素原子と一緒になって、未置換であるかもし
くは炭素原子数１ないし４のアルキル基によって１ないし３回置換されたシクロアルキレ
ン基を形成し；
Ｒ22は水素原子または炭素原子数１ないし４のアルキル基を表し；
Ｒ23は水素原子、炭素原子数１ないし１８のアルカノイル基、炭素原子数３ないし１８の
アルケノイル基、酸素原子もしくは硫黄原子で中断された炭素原子数３ないし１２のアル
カノイル基；ジ（炭素原子数１ないし６のアルキル）ホスホノエート基によって置換され
た炭素原子数２ないし１２のアルカノイル基；炭素原子数６ないし９のシクロアルキルカ
ルボニル基、ベンゾイル基；
【化６８】
（基中、ｓは１または２を表す。）を表し；
Ｒ24およびＲ25は互いに独立して、水素原子または炭素原子数１ないし１２のアルキル基
を表し；
Ｒ26は水素原子または炭素原子数１ないし４のアルキル基を表し；
Ｒ27は炭素原子数１ないし１２のアルキレン基、炭素原子数２ないし８のアルケニレン基
、炭素原子数２ないし８のアルキリデン基、炭素原子数７ないし１２のフェニルアルキリ
デン基、炭素原子数５ないし８のシクロアルキレン基またはフェニレン基を表し；
Ｒ28はヒドロキシル基、炭素原子数１ないし１２のアルコキシ基または
【化６９】
を表し；
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Ｒ30は炭素原子数１ないし１８のアルキル基またはフェニル基を表す、式Ｉで表される化
合物の少なくとも１種を含む組成物で与えられるものである。
【００５９】
好ましいものは同様に成分（ｂ）として、式中
ｎが１のとき
Ｒ1 はフェナントリル基、チエニル基、ジベンゾフリル基、または未置換のもしくは炭素
原子数１ないし４のアルキル基で置換されたカルバゾリル基を表すかまたはフルオレニル
基を表すか、あるいは
Ｒ1 は式II
【化７０】

で表される基を表し；
Ｒ7 、Ｒ8 、Ｒ9 、Ｒ10およびＲ11は互いに独立して、水素原子、塩素原子、ヒドロキシ
ル基、炭素原子数１ないし１８のアルキル基、炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基、
炭素原子数１ないし１８のアルキルチオ基、炭素原子数３ないし４のアルケニルオキシ基
、炭素原子数３ないし４のアルキニルオキシ基、炭素原子数２ないし１８のアルカノイル
オキシ基、フェニル基、ベンゾイル基、ベンゾイルオキシ基または
【化７１】

を表し、
Ｒ20は水素原子を表し；
Ｒ21は水素原子、フェニル基または炭素原子数１ないし１８のアルキル基を表し；あるい
はそうでなければ基Ｒ20およびＲ21は、それらが結合している炭素原子と一緒になって、
未置換であるかもしくは炭素原子数１ないし４のアルキル基によって１ないし３回置換さ
れたシクロヘキシレン基を形成し；
Ｒ22は水素原子または炭素原子数１ないし４のアルキル基を表し；
Ｒ23は水素原子、炭素原子数１ないし１８のアルカノイル基またはベンゾイル基を表す、
式Ｉで表される化合物の少なくとも１種を含む組成物で与えられるものである。
【００６０】
特に好ましいものは成分（ｂ）として、式中
ｎが１のとき
Ｒ7 、Ｒ8 、Ｒ9 、Ｒ10およびＲ11は互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし１
２のアルキル基、炭素原子数１ないし１２のアルコキシ基、炭素原子数１ないし４のアル
キルチオ基、炭素原子数２ないし１２のアルカノイルオキシ基、
【化７２】



(20) JP 4154703 B2 2008.9.24

10

20

30

40

50

またはフェニル基を表し、
Ｒ20、Ｒ21またはＲ22は水素原子を表し；ならびに
Ｒ23は水素原子または炭素原子数１ないし１８のアルカノイル基を表す、式Ｉで表される
化合物の少なくとも１種を含む組成物で与えられるものである。
【００６１】
特に重要なものは、成分（ｂ）として、
Ｒ2 、Ｒ3 、Ｒ4 およびＲ5 は互いに独立して、水素原子、塩素原子、炭素原子数１ない
し１８のアルキル基、ベンジル基、フェニル基、炭素原子数５ないし８のシクロアルキル
基、炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基、炭素原子数１ないし１８のアルキルチオ基
、炭素原子数１ないし１８のアルカノイルオキシ基、炭素原子数１ないし１８のアルカノ
イルアミノ基、炭素原子数３ないし１８のアルケノイルオキシ基またはベンゾイルオキシ
基を表か、あるいはそうでなければ基Ｒ2 およびＲ3 または基Ｒ3 およびＲ4 または基Ｒ

4 およびＲ5 はそれらが結合される炭素原子と一緒になってベンゾ環を形成し；
Ｒ4 はさらに－（ＣＨ2 ）p －ＣＯＲ15または－（ＣＨ2 ）q ＯＨ（基中、ｐは１または
２を表し；およびｑは２，３，４，５または６を表す。）を表すか；あるいはＲ3 、Ｒ5 

およびＲ6 が水素原子の場合、Ｒ4 はさらに式III で表される基を表し；
Ｒ15はヒドロキシル基、炭素原子数１ないし１２のアルコキシ基または
【化７３】

を表し；
Ｒ16およびＲ17はメチル基を表すか、あるいはそれらに結合される炭素原子と一緒になっ
て未置換のもしくは炭素原子数１ないし４のアルキル基により１ないし３回置換されてい
る炭素原子数５ないし８のシクロアルキリデン環を表し；
Ｒ24およびＲ25は互いに独立して、水素原子または炭素原子数１ないし１２のアルキル基
を表す、式Ｉで表される化合物の少なくとも１種を含む組成物で与えられるものである。
【００６２】
特に重要なものはまた、成分（ｂ）として、式中、Ｒ2 、Ｒ3 、Ｒ4 およびＲ5 の少なく
とも２つが水素原子である式Ｉで表される化合物の少なくとも１種を含む組成物である。
【００６３】
特別に重要なものは、成分（ｂ）として、式中、Ｒ3 およびＲ5 が水素原子である式Ｉで
表される化合物の少なくとも１種を含む組成物である。
【００６４】
非常に特別に重要なものは、成分（ｂ）として、式中、
Ｒ2 が炭素原子数１ないし４のアルキル基を表し；
Ｒ3 が水素原子を表し；
Ｒ4 が炭素原子数１ないし４のアルキル基を表すかまたはＲ6 が水素原子の場合、Ｒ4 は
さらに式III で表される基を表し；
Ｒ5 が水素原子を表し；および
Ｒ16およびＲ17がそれらが結合される炭素原子と一緒になって未置換のもしくは炭素原子
数１ないし４のアルキル基によって置換されたシクロヘキシリデン環を形成する、式Ｉで
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【００６５】
以下の化合物が新規な組成物において成分（ｂ）として特に適当なベンゾフラノ－２－オ
ンの具体例である：３－［２－アセトキシエトキシ）フェニル］－５，７－ジ第三ブチル
－ベンゾフラノ－２－オン；５，７－ジ第三ブチル－３－［４－（２－ステアロイルオキ
シエトキシ）フェニル］ベンゾフラノ－２－オン；３，３’－ビス［５，７－ジ－第三ブ
チル－３－（４－［２－ヒドロキシエトキシ］フェニル）ベンゾルフラン－２－オン］；
５，７－ジ－第三ブチル－３－（４－エトキシフェニル）ベンゾフラノ－２－オン；３－
（４－アセトキシ－３，５－ジメチルフェニル）－５，７－ジ－第三ブチルベンゾフラノ
－２－オン；３－（３，５－ジメチル－４－ピバロイルオキシ－フェニル）－５，７－ジ
－第三ブチル－ベンゾフラノ－２－オン；５，７－ジ－第三ブチル－３－フェニルベンゾ
フラノ－２－オン；５，７－ジ－第三ブチル－３－（３，４－ジメチルフェニル）－ベン
ゾフラノ－２－オン；５，７－ジ－第三ブチル－３－（２，３－ジメチルフェニル）ベン
ゾフラノ－２－オン。
【００６６】
特別に重要なものはまた、成分（ｂ）として、式Ｖ
【化７４】

（式中、Ｒ2 は水素原子または炭素原子数１ないし６のアルキル基を表し；
Ｒ3 は水素原子を表し；
Ｒ4 は水素原子、炭素原子数１ないし６のアルキル基または式 IIIａ
【化７５】

Ｒ5 は水素原子を表し；
Ｒ7 ，Ｒ8 ，Ｒ9 ．Ｒ10およびＲ11は互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし４
のアルキル基、炭素原子数１ないし４のアルコキシ基、炭素原子数２ないし６のアルカノ
イルオキシ基または
【化７６】
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を表すが但し、基Ｒ7 、Ｒ8 、Ｒ9 、Ｒ10またはＲ11の少なくとも２つは水素原子を表し
；
Ｒ16およびＲ17は、それらが結合される炭素原子と一緒になって、未置換であるかもしく
は炭素原子数１ないし４のアルキル基によって置換されたシクロヘキシリデン環を形成し
；
Ｒ20、Ｒ21およびＲ22は水素原子を表し；ならびに
Ｒ23は水素原子または炭素原子数１ないし１８のアルカノイル基を表す。）で表される化
合物を含む組成物である。
【００６７】
非常に特別に好ましいものは成分（ｂ）として、式ＶａまたはＶｂ
【化７７】

で表される化合物の少なくとも１種の化合物または式ＶａまたはＶｂで表される２つの化
合物の混合物を含む組成物で与えられるのである。
【００６８】
新規な組成物において成分（ｂ）としてのベンゾフラノ－２－オン型の化合物は文献から
公知でありおよびそれらの製造は例えば、以下の米国特許において記載されている：US 4
,325,863；US 4,388,244;US 5,175,312 ；US 5,252,643；US 5,216,052；US 5,369,159；
US 5,488,117；US 5,356,966；US 5,367,008；US 5,428,162；US 5,428,177またはUS 5,5
16,920。
【００６９】
重要な組成物は、成分（ｃ）として、式XII または式XIII
【化７８】

（式中、Ｇは水素原子またはメチル基を表し；およびＧ1 およびＧ2 は水素原子、メチル
基または一緒になって酸素原子を表す。）で表される基の少なくとも１種を含む組成物を



(23) JP 4154703 B2 2008.9.24

10

20

30

40

50

含む。
【００７０】
特に重要な組成物は、成分（ｃ）として、式XII または式XIIIで表される基の少なくとも
１種を包含する、以下の（ａ’）ないし（ｇ’）に記載される化合物の部類の立体障害性
アミンの群からの化合物の少なくとも１種を含む組成物である。
【００７１】
（ａ’）　式XII ａ
【化７９】

〔式中、ｎは１ないし４の数を表し；
ＧおよびＧ1 は互いに独立して、水素原子またはメチル基を表し；
Ｇ11は水素原子、Ｏ・、ヒドロキシル基、ＮＯ、－ＣＨ2 ＣＮ、炭素原子数１ないし１８
のアルキル基、炭素原子数３ないし８のアルケニル基、炭素原子数３ないし８のアルキニ
ル基、炭素原子数７ないし１２のアラルキル基、炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基
、炭素原子数５ないし８のシクロアルコキシ基、炭素原子数７ないし９のフェニルアルコ
キシ基、炭素原子数１ないし８のアルカノイル基、炭素原子数３ないし５のアルケノイル
基、炭素原子数１ないし１８のアルカノイルオキシ基、ベンジルオキシ基、グリシジル基
または基：－ＣＨ2 ＣＨ（ＯＨ）－Ｚを表すが；好ましくはＧ11は水素原子、炭素原子数
１ないし４のアルキル基、アリル基、ベンジル基、アセチル基またはアクリロイル基を表
し；
Ｚは水素原子、メチル基またはフェニル基を表し；ならびに
ｎが１のとき
Ｇ12は水素原子、中断されないかまたは１以上の酸素原子によって中断された炭素原子数
１ないし１８のアルキル基を表すか；またはシアノエチル基、ベンジル基、グリシジル基
；脂肪族、脂環式、芳香脂肪族（araliphatic)、不飽和もしくは芳香族カルボン酸、カル
バミン酸またはリン含有酸の１価の基または１価のシリル基を表し；好ましくは２ないし
１８個の炭素原子をもつ脂肪族カルボン酸の基、７ないし１５個の炭素原子を持つ脂環式
カルボン酸の基、３ないし５個の炭素原子をもつα，β－不飽和カルボン酸の基または７
ないし１５の炭素原子をもつ芳香族カルボン酸の基であり、おのおのの場合、カルボン酸
に関し脂肪族、脂環式もしくは芳香族部分において－ＣＯＯＺ12によって１ないし３回置
換され得るものであり；
Ｚ12は水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数３ないし１２のアル
ケニル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、フェニル基またはベンジル基を表
し；ならびに
ｎが２のとき
Ｇ12は炭素原子数２ないし１２のアルキレン基、炭素原子数４ないし１２のアルケニレン
基、キシリレン基、脂肪族、脂環式、芳香脂肪族、不飽和もしくは芳香族ジカルボン酸、
ジカルバミン酸またはリン含有酸の２価の基または２価のシリル基を表し；好ましくは２
ないし３６個の炭素原子をもつ脂肪族ジカルボン酸の基、８ないし１４個の炭素原子を持
つ脂環式または芳香族ジカルボン酸の基、または８ないし１４個の炭素原子をもつ脂環式
もしくは芳香族ジカルバミン酸の基であり、おのおのの場合、ジカルボン酸に関し脂肪族



(24) JP 4154703 B2 2008.9.24

10

20

30

40

、脂環式もしくは芳香族部分において－ＣＯＯＺ12の１または２の基によって置換され得
るものであり；
ｎが３のとき
Ｇ12は脂肪族、脂環式もしくは芳香族部分において－ＣＯＯＺ12によって置換され得る、
脂肪族、脂環式または芳香族トリカルボン酸、トリカルバミン酸の基またはリン含有酸の
３価の基または３価のシリル基を表し；ならびに
ｎが４のとき
Ｇ12は脂肪族、脂環式または芳香族テトラカルボン酸の４価の基を表す。〕で表される化
合物。
【００７２】
上に示したカルボン酸の基は、おのおのの場合、式（－ＣＯ）n Ｒ
（式中、ｎの意味は上記に示したものでありおよびＲの意味は言及された定義から明らか
である。）で表される基を含む。
【００７３】
いずれかの炭素原子数１ないし１２のアルキル置換基は、例えば、メチル基、エチル基、
ｎ－プロピル基、ｎ－ブチル基、第二ブチル基、第三ブチル基、ｎ－ヘキシル基、ｎ－オ
クチル基、２－エチルヘキシル基、ｎ－ノニル基、ｎ－デシル基、ｎ－ウンデシル基また
はｎ－ドデシル基である。
【００７４】
炭素原子数１ないし１８のアルキル基としてのＧ11ないしＧ12は、例えば上記に示された
基であってよく、および例えばｎ－トリデシル基、ｎ－テトラデシル基、ｎ－ヘキサデシ
ル基またはｎ－オクタデシル基であってもまたよい。
【００７５】
Ｇ11が炭素原子数３ないし８のアルケニル基である場合、それは１－プロペニル基、アリ
ル基、メタリル基、２－ブテニル基、２－ペンテニル基、２－ヘキセニル基、２－オクテ
ニル基または４－第三ブチル－２－ブテニル基であってよい。
炭素原子数３ないし８のアルキニル基としてのＧ11は好ましくはプロパルギル基である。
炭素原子数７ないし１２のアラルキル基としてのＧ11はとりわけフェネチル基および特に
ベンジル基である。
炭素原子数１ないし８のアルカノイル基としてのＧ11はホルミル基、プロピオニル基、ブ
チリル基、オクタノイル基であるが、好ましくはアセチル基でありそして炭素原子数３な
いし５のアルケノイル基としてのＧ11は特にアクリロイル基である。
【００７６】
カルボン酸の１価の基としてＧ12は、例えば酢酸、カプロン酸、ステアリン酸、アクリル
酸、メタクリル酸、安息香酸またはβ－（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェ
ニル）プロピオン酸の基である。
Ｇ12が１価のシリル基である場合、それは、例えば式：－（Ｃj Ｈ2j）－Ｓｉ（Ｚ’）2 

Ｚ”（式中、ｊは２ないし５の範囲の整数でありならびに、Ｚ’およびＺ”は互いに独立
して炭素原子数１ないし４のアルキル基または炭素原子数ないし４のアルコキシ基を表す
。）で表される基である。
Ｇ12がジカルボン酸の２価の基である場合、それは例えばマロン酸、コハク酸グルタル酸
、アジピン酸、スベリン酸、セバシン酸、マレイン酸、イタコン酸、フタル酸、ジブチル
マロン酸、ジベンジルマロン酸、ブチル（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェ
ニル）マロン酸またはビスシクロヘプテンジカルボン酸の基または式
【化８０】
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（式中、Ｚ13は水素原子、炭素原子数ないし１２のアルキル基または炭素原子数１ないし
１２のアルコキシ基を表す。）で表される基である。Ｚ13の特に好ましい意味は水素原子
、炭素原子数１ないし４のアルキル基または炭素原子数１ないし４のアルコキシ基、特別
にはｐ－炭素原子数１ないし４のアルコキシ基、例えばｐ－メトキシ基である。
【００７７】
Ｇ12がトリカルボン酸の３価の基である場合、それは例えばトリメリット酸、クエン酸ま
たはニトリロトリ酢酸基である。
Ｇ12がテトラカルボン酸の４価の基である場合、それは例えば、ブタン－１，２，３，４
－テトラカルボン酸ないしピロメリット酸の４価の基である。
Ｇ12がジカルバミン酸の２価の基である場合、それは例えば、ヘキサメチレンジカルバミ
ン酸または２，４－トリレンジカルバミン酸の基である。
【００７８】
好ましいものはＧが水素原子を表し、Ｇ11が水素原子またはメチル基を表し、ｎが２を表
しおよび４ないし１２個の炭素原子をもつＧ12が脂肪族ジカルボン酸のジアシル基である
式 XIIａの化合物で与えられるものである。
【００７９】
この部類のポリアルキルピペリジン化合物の例は、以下の化合物である：
１）４－ヒドロキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン；
２）１－アリル－４－ヒドロキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン；
３）１－ベンジル－４－ヒドロキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン；
４）１－（４－第三ブチル－２－ブテニル）－４－ヒドロキシ－２，２，６，６－テトラ
メチルピペリジン；
５）４－ステアロイルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン；
６）１－エチル－４－サリチロイルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン；
７）４－メタアクロイルオキシ－１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン；
８）１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イルβ－３，５－ジ－第三ブチ
ル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート；
９）ジ（１－ベンジル－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）マレエー
ト；
１０）ジ（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）スクシネート；
１１）ジ（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）グルタレート；
１２）ジ（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）アジペート；
１３）ジ（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケート；
１４）ジ（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）セバケート；
１５）ジ（１，２，３，６－テトラメチル－２，６－ジエチル－ピペリジン－４－イル）
セバケート；
１６）ジ（１－アリル－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）フタレー
ト；
１７）１－ヒドロキシ－４－β－シアノエチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピ
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１８）１－アセチル－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イルアセテート；
１９）トリ（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）トリメリテート；
２０）１－アクリロイル－４－ベンジロキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン
；
２１）ジ（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）ジエチルマロネート；
２２）ジ（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）ジエチルマロネー
ト；
２３）ジ（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）ブチル（３，５－
ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）マロネート；
２４）ジ（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）
セバケート；
２５）ジ（１－シクロヘキシルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－
イル）セバケート；
２６）ヘキサン－１’，６’－ビス（４－カルバモイルオキシ－１－ｎ－ブチル－２，２
，６，６－テトラメチルピペリジン）；
２７）トルエン－２’，４’－ビス（４－カルバモイルオキシ－１－ｎ－プロピル－２，
２，６，６－テトラメチルピペリジン）；
２８）ジメチルビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－オキシ）シラン；
２９）フェニルトリス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－オキシ）シラン
；
３０）トリス（１－プロピル－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）ホ
スフィット；
３１）トリス（１－プロピル－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）ホ
スフェート；
３２）フェニル［ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）］ホ
スホネート；
３３）４－ヒドロキシ－１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン；
３４）４－ヒドロキシ－Ｎ－ヒドロキシエチル－２，２，６，６－テトラメチルピペリジ
ン；
３５）４－ヒドロキシ－Ｎ－（２－ヒドロキシプロピル）－２，２，６，６－テトラメチ
ルピペリジン；
３６）１－グリシジル－４－ヒドロキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン；
【００８０】
特別に好ましい式XIIaで表される化合物は下記の式Ｈ７で表される化合物である。
【化８１】
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【００８１】
（ｂ’）式 XIIｂ
【化８２】

〔式中、ｎは数１または２を表し；
Ｇ、Ｇ1 およびＧ11は、（ａ’）の下での定義と同じであり；
Ｇ13は水素原子、炭素原子数１ないし１２のアルキル基、炭素原子数２ないし５のヒドロ
キシアルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、炭素原子数７ないし８のア
ラルキル基、炭素原子数２ないし１８のアルカノイル基、炭素原子数３ないし５のアルケ
ノイル基、ベンゾイル基または式
【化８３】

で表される基を表し；ならびに
ｎが１のとき
Ｇ14は水素原子、炭素原子数１ないし１８のアルキル基、炭素原子数３ないし８のアルケ
ニル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基または、ヒドロキシル基、シアノ基、
アルコキシカルボニル基またはカルバミド基によって置換された炭素原子数１ないし４の
アルキル基；グリシジル基、式：－ＣＨ2 －ＣＨ（ＯＨ）－Ｚまたは式：－ＣＯＮＨ－Ｚ
（式中、Ｚは水素原子、メチル基またはフェニル基を表す。）で表される基を表し；なら
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ｎが２のとき
Ｇ14は炭素原子数２ないし１２のアルキレン基、炭素原子数６ないし１２のアリーレン基
、キシリレン基、－ＣＨ2 －ＣＨ（ＯＨ）－ＣＨ2 －基または基：－ＣＨ2 －ＣＨ（ＯＨ
）－ＣＨ2 －Ｏ－Ｄ－Ｏ－（基中、Ｄは炭素原子数２ないし１０のアルキレン基、炭素原
子数６ないし１５のアリーレン基、炭素原子数６ないし１２のシクロアルキレン基を表す
。）を表すが、また、但しＧ13がアルカノイル基、アルケノイル基またはベンゾイル基を
表さないとき、Ｇ14は他に１－オキソ－炭素原子数２ないし１２のアルキレン基、脂肪族
、脂環式、芳香族カルボン酸またはカルバミン酸の２価の基を表すことができ、そうでな
ければ基－ＣＯ－を表ことができ、あるいは
ｎが１のとき
Ｇ13およびＧ14は一緒になって脂肪族、脂環式または芳香族１，２－または１，３－ジカ
ルボン酸の２価の基を表すことができる。〕で表される化合物。
【００８２】
いずれかの炭素原子数１ないし１２のもしくは炭素原子数１ないし１８のアルキル置換基
は、既に（ａ’）の下に定義されたと同じである。
いずれかの炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基は、特にシクロヘキシル基である。
炭素原子数７ないし８のアラルキル基としてのＧ13は、特に、フェニルエチル基またはと
りわけベンジル基である。炭素原子数２ないし５のヒドロキシアルキル基としてのＧ13は
、特に２－ヒドロキシエチル基または２－ヒドロキシプロピル基である。
炭素原子数２ないし１８のアルカノイル基としてのＧ13は、例えばプロピロニル基、ブチ
リル基、オクタノイル基、ドデカノイル基、ヘキサデカノイル基、オクタデカノイル基で
あるが、好ましくはアセチル基であり、炭素原子数３ないし５のアルカノイル基としての
Ｇ13はとりわけアクリロイル基である。
【００８３】
Ｇ14が炭素原子数２ないし８のアルケニル基の場合、それはアリル基、メタリル基、２－
ブテニル基、２－ペンテニル基、２－ヘキセニル基または２－オクテニル基である。
ヒドロキシル基、シアノ基、アルコキシカルボニル基またはカルバミド基によって置換さ
れた炭素原子数１ないし４のアルキル基としてのＧ14は、例えば、２－ヒドロキシエチル
基、２－ヒドロキシプロピル基、２－シアノエチル基、メトキシカルボニルメチル基、２
－エトキシカルボニルエチル基、２－アミノカルボニルプロピル基または２－（ジメチル
アミノカルボニル）エチル基である。
いずれかの炭素原子数２ないし１２のアルキレン置換基は、例えば、エチレン基、プロピ
レン基、２，２－ジメチルプロピレン基、テトラメチレン基、ヘキサメチレン基、オクタ
メチレン基、デカメチレン基またはドデカメチレン基である。
いずれかの炭素原子数６ないし１５のアリーレン置換基は、例えば、ｏ－、ｍ－もしくは
ｐ－フェニレン基、１，４－ナフチレン基または４，４’－ジフェニレン基である。
炭素原子数６ないし１２のシクロアルキレン基としての特別な言及は、シクロヘキシレン
基になされる。
【００８４】
好ましいものはｎが１または２であり、Ｇが水素原子であり、Ｇ11が水素原子またはメチ
ル基であり、Ｇ13が水素原子、炭素原子数１ないし１２のアルキル基または式
【化８４】
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で表される基であり、ならびにｎ＝１のとき、Ｇ14が水素原子または炭素原子数１ないし
１２のアルキル基であり、そしてｎ＝２のとき、Ｇ14は炭素原子数２ないし８のアルキレ
ン基または１－オキソ－炭素原子数２ないし８のアルキレン基である、式XII ｂで表され
る化合物で与えられるものである。
【００８５】
この部類のポリアルキリデン化合物の例は以下の化合物である：
３７）Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）ヘキサメ
チレン－１，６－ジアミン；
３８）Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）ヘキサメ
チレン－１，６－ジアセタミド；
３９）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）アミン；
４０）４－ベンゾイルアミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン；
４１）Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）－Ｎ，Ｎ
’－ジブチルアジパミド；
４２）Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）－Ｎ，Ｎ
’－ジシクロヘキシル－２－ヒドロキシプロピレン－１，３－ジアミン；
４３）Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）－ｐ－キ
シリレンジアミン；
４４）Ｎ，Ｎ’－ビス（（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）スクシ
ンアミド；
４５）ジ（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）Ｎ－（２，２，６，６
－テトラメチルピペリジン－４－イル）－β－アミノ－ジプロピオネート；
４６）式
【化８５】

で表される化合物；
４７）４－（ビス－２－ヒドロキシエチルアミノ）－１，２，２，６，６－ペンタメチル
ピペリジン；
４８）４－（３－メチル－ヒドロキシ－５－第三ブチルベンズアミド）－２，２，６，６
－テトラメチルピペリジン；
４９）４－メタクロイルアミド－１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン。
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（ｃ’）　式XII ｃ
【化８６】

〔式中、ｎは１または２の数を表し、Ｇ、Ｇ1 およびＧ11は（ａ’）の下での定義と同じ
でありならびに
ｎが１のとき
Ｇ15は炭素原子数２ないし８のアルキレン基または炭素原子数２ないし８のヒドロキシア
ルキレン基または炭素原子数４ないし２２のアシルオキシアルキレン基を表し；および
ｎが２のとき
Ｇ15は基：（－ＣＨ2 ）2 Ｃ（ＣＨ2 －）2 を表す。〕で表される化合物。
【００８７】
Ｇ15が炭素原子数２ないし８のアルキレン基または炭素原子数２ないし８のヒドロキシア
ルキレン基である場合、それは例えば、エチレン基、１－メチルエチレン基、プロピレン
基、２－エチルプロピレン基または２－エチル－２－ヒドロキシメチルプロピレン基であ
る。
炭素原子数４ないし２２のアシルオキシアルキレン基としてのＧ15は、例えば２－エチル
－２－アセトキシメチルプロピレン基である。
【００８８】
この部類のポリアルキルピペリジン化合物の例は以下の化合物である：
５０）９－アザ－８，８，１０，１０－テトラメチル－１，５－ジオキサスピロ［５．５
］ウンデカン；
５１）９－アザ－８，８，１０，１０－テトラメチル－３－エチル－１，５－ジオキサス
ピロ［５．５］ウンデカン；
５２）８－アザ－２，７，７，８，９，９－ヘキサメチル－１，４－ジオキサスピロ［４
．５］デカン；
５３）９－アザ－３－ヒドロキシメチル－３－エチル－８，８，９，１０，１０－ペンタ
メチル－１，５－ジオキサスピロ［５．５］ウンデカン；
５４）９－アザ－３－エチル－３－アセトキシメチル－９－アセチル－８，８，１０，１
０－テトラメチル－１，５－ジオキサスピロ［５．５］ウンデカン；
５５）２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－スピロ－２’－（１’，３’－ジ
オキサン）－５’－スピロ－５”－（１”，３”－ジオキサン）－２”－スピロ－４"'－
（２"'，２"'，６"'，６"'－テトラメチルピペリジン）。
【００８９】
（ｄ’）以下の式 XIIｄ、式 XIIｅおよび式 XIIｆで表される化合物で、式 XIIｆの化合
物が好ましい化合物である：
【化８７】
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（式中、ｎは１または２を表し；Ｇ、Ｇ1 およびＧ11は（ａ’）の下での定義と同じであ
り；
Ｇ16は水素原子、炭素原子数１ないし１２のアルキル基、アリル基、ベンジル基、グリシ
ジル基または炭素原子数２ないし６のアルコキシアルキル基を表し；
ｎが１のとき
Ｇ17は水素原子、炭素原子数１ないし１２のアルキル基、炭素原子数３ないし５のアルケ
ニル基、炭素原子数７ないし９のアラルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル
基、炭素原子数２ないし４のヒドロキシアルキル基、炭素原子数２ないし６のアルコキシ
アルキル基、炭素原子数６ないし１０のアリール基、グリシジル基または式：－（ＣＨ2 

）p －ＣＯＯ－Ｑまたは式：－（ＣＨ2 ）p －Ｏ－ＣＯ－Ｑ（式中、ｐは１または２を表
しおよびＱは炭素原子数１ないし４のアルキル基またはフェニル基を表す）で表される基
を表し；ならびに
ｎが２のとき
Ｇ17は炭素原子数２ないし１２のアルキレン基、炭素原子数４ないし１２のアルケニレン
基、炭素原子数６ないし１２のアリーレン基、基：－ＣＨ2 －ＣＨ（ＯＨ）－ＣＨ2 －Ｏ
－Ｄ－Ｏ－ＣＨ2 －ＣＨ（ＯＨ）－ＣＨ2 －（基中、Ｄは炭素原子数２ないし１０のアル
キレン基、炭素原子数６ないし１５のアリーレン基、炭素原子数６ないし１２のシクロア
ルキレン基を表す。）または基：－ＣＨ2 ＣＨ（ＯＺ’）ＣＨ2 －（ＯＣＨ2 －ＣＨ（Ｏ
Ｚ’）－ＣＨ2 ）2 －（式中、Ｚ’は水素原子、炭素原子数１ないし１８のアルキル基、
アリル基、ベンジル基、炭素原子数２ないし１２のアルカノイル基またはベンゾイル基を
表す。）で表される基を表し；
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Ｔ1 およびＴ2 は互いに独立して、水素原子、炭素原子数ないし１８のアルキル基または
未置換のまたはハロ基もしくは炭素原子数１ないし４のアルキル基で置換された炭素原子
数６ないし１０のアリール基またはアラルキル基を表すか、またはＴ1 およびＴ2 はそれ
らが結合される炭素原子と一緒になって炭素原子数５ないし１４のシクロアルカン環を形
成する。）。
【００９０】
いずれかの炭素原子数１ないし１２のアルキル置換基は、例えば、メチル基、エチル基、
ｎ－プロピル基、ｎ－ブチル基、第二ブチル基、第三ブチル基、ｎ－ヘキシル基、ｎ－オ
クチル基、２－エチルヘキシル基、ｎ－ノニル基、ｎ－デシル基、ｎ－ウンデシル基また
はｎ－ドデシル基である。
炭素原子数１ないし１８のアルキル基の意味するいずれかの置換基は、例えば上に列挙さ
れた基であってよく、および例えばｎ－トリデシル基、ｎ－テトラデシル基、ｎ－ヘキサ
デシル基またはｎ－オクタデシル基であってもまたよい。
いずれかのアルコキシアルキル置換基は、例えば、メトキシメチル基、エトキシメチル基
、プロポキシメチル基、第三ブトキシメチル基、エトキシエチル基、エトキシプロピル基
、ｎ－ブトキシエチル基、第三ブトキシエチル基、イソプロポキシエチル基またはプロポ
キシプロピル基である。
【００９１】
Ｇ17が炭素原子数３ないし５のアルケニル基である場合、それは１－プロペニル基、アリ
ル基、メタリル基、２－ブテニル基または２－ペンテニル基ある。
炭素原子数７ないし９のアラルキル基としてのＧ17、Ｔ1 およびＴ2 は特にフェネチル基
および特にベンジル基である。Ｔ1 およびＴ2 が炭素原子と一緒になってシクロアルカン
環を形成する場合、これは、例えばシクロペンタン、シクロヘキサン、シクロオクタンま
たはシクロドデカン環であってよい。
Ｇ17が炭素原子数２ないし４のヒドロキシアルキルである場合は、例えば、２－ヒドロキ
シエチル基、２－ヒドロキシプロピル基、２－ヒドロキシブチル基、４－ヒドロキシブチ
ル基である。
炭素原子数６ないし１０のアリール基としてのＧ17、Ｔ1 およびＴ2 は、特に、未置換で
あるかハロゲン原子もしくは炭素原子数１ないし４のアルキル基で置換されたフェニル基
、α－もしくはβ－ナフチル基である。
Ｇ17が炭素原子数２ないし１２のアルキレン基である場合、それは例えば、エチレン基、
プロピレン基、２，２－ジメチルプロピレン基、テトラメチレン基、ヘキサメチレン基、
オクタメチレン基、デカメチレン基またはドデカメチレン基である。
炭素原子数４ないし１２のアルキレン基としてのＧ17は、特に２－ブテニレン基、２－ペ
ンテニレン基または３－ヘキセニレン基である。
Ｇ17が炭素原子数６ないし１２のアリーレン基である場合、それは例えば、ｏ－、ｍ－も
しくはｐ－フェニレン基、１，４－ナフチレン基または４，４’－ジフェニレン基である
。
Ｚ’が炭素原子数２ないし１２のアルカノイル基である場合、それは例えば、プロピオニ
ル基、ブチリル基、オクタノイル基、ドデカノイル基であるが、好ましくはアセチル基で
ある。
炭素原子数２ないし１０のアルキレン基、炭素原子数６ないし１５のアリーレン基または
炭素原子数６ないし１２のシクロアルキレン基としてのＤは、（ｂ’）の下での定義と同
じである。
【００９２】
この部類のポリアルキルピペリジン化合物の例は、以下の化合物である：
５６）３－ベンジル－１，３，８－トリアザ－７，７，９，９－テトラメチルスピロ［４
．５］デカン－２，４－ジオン；
５７）３－ｎ－オクチル－１，３，８－トリアザ－７，７，９，９－テトラメチルスピロ
［４．５］デカン－２，４－ジオン；
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５８）３－アリル－１，３，８－トリアザ－７，７，９，９－テトラメチルスピロ［４．
５］デカン－２，４－ジオン；
５９）３－グリシジル－１，３，８－トリアザ－７，７，９，９－テトラメチルスピロ［
４．５］デカン－２，４－ジオン；
６０）１，３，７，７，８，９，９－ヘプタメチル－１，３，８－トリアザスピロ［４．
５］デカン－２，４－ジオン；
６１）２－イソブチル－７，７，９，９－テトラメチル－１－オキサ－３，８－ジアザ－
４－オキソスピロ［４．５］デカン；
６２）２，２－ジブチル－７，７，９，９－テトラメチル－１－オキサ－３，８－ジアザ
－４－オキソスピロ［４．５］デカン；
６３）２，２，６，６－テトラメチル－７－オキサ－３，２０－ジアザ－４－オキソスピ
ロ［５．１．１１．２］ヘネイコサン；
６４）２－ブチル－７，７，９，９－テトラメチル－１－オキサ－４，８－ジアザ－３－
オキソスピロ［４．５］デカンであり好ましいのは：
６５）８－アセチル－３－ドデシル－１，３，８－トリアザ－７，７，９，９－テトラメ
チルスピロ［４．５］デカン－２，４－ジオン、あるいは以下の式で表される化合物であ
る：
【化８８】
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【００９３】
同様に、
（ｅ’）式XII ｇで表される化合物：
【化８９】

｛式中、ｎは数１または２を表しおよびＧ18は式
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【化９０】

〔式中、ＧおよびＧ11は（ａ’）の下での定義と同じであり；
Ｇ1 およびＧ2 は水素原子、メチル基または一緒になって置換基＝Ｏを表し；
Ｅは－Ｏ－または－ＮＧ13－を表し；
Ａは炭素原子数２ないし６のアルキレン基または－（ＣＨ2 ）3 －Ｏ－を表し；
ｘは数０または１を表し；
Ｇ13は水素原子、炭素原子数１ないし１２のアルキル基、炭素原子数２ないし５のヒドロ
キシアルキル基または炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基を表す。〕で表されるう
ちの１の基であり；
Ｇ19はＧ18と同じ意味であるか、またはＧ19は基：－ＮＧ21Ｇ22、－ＯＧ23、－ＮＨＣＨ

2 ＯＧ23または－Ｎ（ＣＨ2 ＯＧ23）2 の一つであり；
ｎ＝１のとき、Ｇ20はＧ18またはＧ19と同じ意味であり、ｎ＝２のとき、Ｇ20は基：－Ｅ
－Ｂ－Ｅ－〔式中、Ｂは炭素原子数２ないし８のアルキレン基または１もしくは２つの基
－Ｎ（Ｇ21）－によって中断された炭素原子数２ないし８のアルキレン基を表し；
Ｇ21が炭素原子数１ないし１２のアルキル基、シクロヘキシル基、ベンジル基または炭素
原子数１ないし４のヒドロキシアルキル基または式
【化９１】

で表される基を表し；
Ｇ22は炭素原子数１ないし１２のアルキル基、シクロヘキシル基、ベンジル基または炭素
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Ｇ21およびＧ22は一緒になって、炭素原子数４ないし５のアルキレン基または炭素原子数
４ないし５のオキサアルキレン基、例えば－ＣＨ2 ＣＨ2 ＯＣＨ2 ＣＨ2 －または式：－
ＣＨ2 ＣＨ2 Ｎ（Ｇ11）ＣＨ2 ＣＨ2 －で表される基を表し；Ｇ23は水素原子、炭素原子
数１ないし１２のアルキル基またはフェニル基を表す。〕を表す。｝。
【００９４】
いずれかの炭素原子数１ないし１２のアルキル置換基は、例えば、メチル基、エチル基、
ｎ－プロピル基、ｎ－ブチル基、第二ブチル基、第三ブチル基、ｎ－ヘキシル基、ｎ－オ
クチル基、２－エチルヘキシル基、ｎ－ノニル基、ｎ－デシル基、ｎ－ウンデシル基また
はｎ－ドデシル基である。
いずれかの炭素原子数２ないし５のヒドロキシアルキル置換基は、例えば２－ヒドロキシ
エチル基、２－ヒドロキシプロピル基、３－ヒドロキシプロピル基、２－ヒドロキシブチ
ル基または４－ヒドロキシブチル基である。
Ａが炭素原子数２ないし６のアルキレン基である場合、それは例えば、エチレン基、プロ
ピレン基、２，２－ジメチルプロピレン基、テトラメチレン基またはヘキサメチレン基で
ある。
Ｇ21およびＧ22が一緒になって炭素原子数４ないし５のアルキレン基またはオキサアルキ
レン基を表す場合、これは例えばテトラメチレン基、ペンタメチレン基または３－オキサ
ペンタメチレン基である。
【００９５】
この部類のポリアルキルピペリジン化合物の例は、以下の化合物である：
【化９２】
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【００９６】
（ｆ’）　構造反復単位が２，２，６，６－テトラアルキルピペリジン基を含むオリゴマ
ーまたはポリマーの化合物、とりわけポリエステル、ポリエーテル、ポリアミド、ポリア
ミン、ポリウレタン、ポリウレア、ポリアミノトリアジン、ポリ（メタ）アクリレート、
ポリ（メタ）アクリルアミドおよびこのような基を含むそれらのコポリマー。
【００９７】
この部類の２，２，６，６－ポリアルキルチルピペリジン化合物の例は、ｍが２ないし約
２００の数である、以下の化合物である：
【化９６】



(41) JP 4154703 B2 2008.9.24

10

20

30

40
【化９７】



(42) JP 4154703 B2 2008.9.24

10

20

30

【化９８】



(43) JP 4154703 B2 2008.9.24

10

20

30

40【化９９】



(44) JP 4154703 B2 2008.9.24

10

20

30

40
（式中、Ｒは式
【化１００】



(45) JP 4154703 B2 2008.9.24

10

20

30

40

50

、ｍ’およびｍ”は各々０ないし２００の範囲の整数であり、但しｍ’＋ｍ”＝ｍである
。）。
【００９８】
ポリマー化合物の他の例は式
【化１０１】

で表される化合物とエピクロロヒドリンとの反応生成物；
ブタン－１，２，３，４－テトラカルボン酸と式
【化１０２】

で表される２官能性アルコールとのポリエステルであって、テトラカルボン酸から生じる
そのカルボキシル側鎖が２，２，６，６－テトラメチル－４－ヒドロキシピペリジンによ
ってエステル化されているもの；
式：
【化１０３】
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（基中、基Ｒの３分の１は－Ｃ2 Ｈ5 を表しおよび他のものは
【化１０４】

を表し、およびｍは２ないし２００の範囲の数を表す。）で表される化合物；あるいは
その反復単位が２単位の
【化１０５】

および各々の場合１単位の
【化１０６】

と、１単位の
【化１０７】

とからなるコポリマーである。
【００９９】
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【化１０８】

（式中、ｎは１または２の数でありならびに、ＧおよびＧ11は（ａ’）の下の定義と同じ
でありならびにＧ14は（ｂ’）の下の定義であってＧ14に関する意味－ＣＯＮＨ－Ｚおよ
び－ＣＨ2 －ＣＨ（ＯＨ）－ＣＨ2 －Ｏ－Ｄ－Ｏ－は除外するものと同じである。）
このような化合物の例は以下のものである。
【化１０９】

【０１００】
特に重要なものは成分（ｃ）として下記式Ｈ１，Ｈ２，Ｈ３，Ｈ４，Ｈ５，Ｈ６，Ｈ７，
Ｈ８またはＨ９で表される化合物の少なくとも１種を含む組成物である：
【化１１０】
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【０１０１】
新規な組成物の成分（ｃ）、および立体障害性アミン型のその化合物は公知であり、そし
て幾つかは市販されている。
登録商標チヌビン(Tinuvin)123、登録商標チヌビン144 、登録商標チヌビン292 、登録商
標チヌビン622 および登録商標チヌビン770 ，登録商標（Chimassorb) チマソルブ944 お
よび登録商標チマソルブ119 はCiba Spezialitatenchemie AG の保護商品名である。登録
商標サンデュバー(Sanduvor)PR-31 はClariant社の保護商品名である。
【０１０２】
新規な組成物の成分（ｃ）として特に重要なものはまた、登録商標チマソルブ119 （Ciba
 Spezialitatenchemie AG ）である。登録商標チマソルブ119 は２－クロロ－４，６－ジ
（４－ｎ－ブチルアミノ－１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジイル）－１，３，
５－トリアジンおよび１，２－ビス（３－アミノプロピルアミノ）エタンの縮合生成物を
示すものである。
【０１０３】
新規な組成物の成分（ｃ）として特に好ましいものは、その分子量または平均分子量Ｍｎ
が５００ないし１００００の範囲にあり、特に１０００ないし１００００の範囲にある立
体障害性アミンの添加に示されるものである。再びその分子量または平均分子量Ｍｎは１
５００ないし１００００の範囲に、例えば２０００ないし７５００の範囲にあるこれらの
立体障害性アミンを特に強調する。
【０１０４】
成分（ｃ）として２もしくはそれ以上の立体障害性アミン型の化合物を含む新規な組成物
で与えられるものに特に重きが置かれる。
【０１０５】
成分（ｄ）として式１，２，３，４，５，６または７
【化１１３】
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（式中、指数は整数であり；および
ｎ’は２，３または４を表し；ｐ’は１または２を表し；ｑ’は２または３を表し；ｒ’
は４ないし１２を表し；ｙ’は１，２または３を表し；およびｚ’は１ないし６を表し；
ｎ’が２のとき、Ａ’は炭素原子数２ないし１８のアルキレン基；酸素原子、硫黄原子も
しくは－ＮＲ4 ’－によって中断された炭素原子数２ないし１２のアルキレン基；式
【化１１４】

で表される基またはフェニレン基を表し；
ｎ’が３のとき、Ａ’は式－Ｃr'Ｈ2r'-1 －で表される基を表し；
ｎ’が４のとき、Ａ’は基
【化１１５】
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を表し；
ｎ’が２のとき、Ａ”はＡ’に対して定義された基であり；
Ｂ’は直接結合、－ＣＨ2 －、－ＣＨＲ'4－、－ＣＲ'1Ｒ'4－、硫黄原子、炭素原子数５
ないし７のシクロアルキリデン基または、３，４および／または５位において炭素原子数
１ないし４のアルキル基の１ないし４個により置換されたシクロヘキシリデン基を表し；
ｐ’が１のとき、Ｄ’は炭素原子数１ないし４のアルキル基を表し、ならびにｐ’は２の
とき、Ｄ’は－ＣＨ2 ＯＣＨ2 －を表し；
ｐ’が１のとき、Ｄ”は炭素原子数１ないし４のアルキル基を表し；
ｙ’が１のとき、Ｅ’は炭素原子数１ないし１８のアルキル基、－ＯＲ'1またはハロゲン
原子を表し；
ｙ’が２のとき、Ｅ’は－Ｏ－Ａ”－Ｏ－を表し；
ｙ’が３のとき、Ｅ’は式Ｒ'4Ｃ（ＣＨ2 Ｏ－）3 またはＮ（ＣＨ2 ＣＨ2 Ｏ－）3 で表
される基を表し；
Ｑは少なくとも１種のｚ’－価アルコールまたはフェノールを表し；この基は酸素原子を
介して燐原子と結合され；
Ｒ'1、Ｒ'2およびＲ'3は互いに独立して、未置換であるかまたはハロゲン原子、－ＣＯＯ
Ｒ'4、－ＣＮまたは－ＣＯＮＲ'4Ｒ'4によって置換された炭素原子数１ないし１８のアル
キル基；酸素原子、硫黄原子もしくは－ＮＲ'4－によって中断された炭素原子数２ないし
１８のアルキル基；炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基；炭素原子数５ないし１
２のシクロアルキル基、フェニル基もしくはナフチル基；ハロゲン原子、総数１ないし１
８個の炭素原子をもつアルキル基またはアルコキシ基の１ないし３個によって、または炭
素原子数７ないし９のフェニルアルキル基によって置換されたナフチル基またはフェニル
基；または式
【化１１６】

（式中、ｍ’は３ないし６の範囲の整数を表す。）で表される基を表し；
Ｒ'4は水素原子、炭素原子数１ないし１８のアルキル基、炭素原子数５ないし１２のシク
ロアルキル基または炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基を表し；
Ｒ'5およびＲ'6は互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし８のアルキル基または
炭素原子数５ないし６のシクロアルキル基を表し；
ｑ’が２のとき、Ｒ'7およびＲ'8は互いに独立して炭素原子数１ないし４のアルキル基ま
たは一緒になって２，３－デヒドロペンタメチレン基を表し；および
ｑ’が３のとき、Ｒ'7およびＲ'8はメチル基を表し；
Ｒ'14 は水素原子、炭素原子数１ないし９のアルキル基またはシクロヘキシル基を表し；
Ｒ'15 は水素原子またはメチル基を表しならびに２以上のＲ'14 およびＲ'15 が存在する
場合、これらの基は同じであってもまたは異なっていてよく；
Ｘ’およびＹ’はおのおの直接結合または酸素原子を表し；
Ｚ’は直接結合、メチレン基、－Ｃ（Ｒ'16 ）2 －または硫黄原子を表し；ならびにＲ'1
6 は炭素原子数１ないし８のアルキル基を表す。）で表される有機ホスフィットまたはホ
スホナイトの群からの化合物の少なくとも１種を含む組成物が特別に重要である。
【０１０６】
成分（ｄ）として、式中、
ｎ’は数２を表しおよびｙ’は数１，２または３を表し；
Ａ’は炭素原子数２ないし１８のアルキレン基；ｐ－フェニレン基またはｐ－ビフェニレ
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ン基を表し；
ｙ’が１のとき、Ｅ’は炭素原子数１ないし１８のアルキル基、－ＯＲ'1またはフッ素原
子を表し；
ｙ’が２のとき、Ｅ’はｐ－ビフェニレン基を表し；
ｙ’が３のとき、Ｅ’はＮ（ＣＨ2 ＣＨ2 Ｏ－）3 を表し；
Ｒ'1、Ｒ'2およびＲ'3は互いに独立して、炭素原子数１ないし１８のアルキル基、炭素原
子数７ないし９のフェニルアルキル基；シクロヘキシル基、フェニル基；総数１ないし１
８個の炭素原子をもつアルキル基の１ないし３個によって置換されたフェニル基を表し；
Ｒ'14 は水素原子または炭素原子数１ないし９のアルキル基を表し；
Ｒ'15 は水素原子またはメチル基を表し；
Ｘ’は直接結合を表し；
Ｙ’は酸素原子を表し；
Ｚ’は直接結合または－ＣＨ（Ｒ'16 ）2 －を表し；ならびに
Ｒ'16 は炭素原子数１ないし４のアルキル基を表す；式１，２，５または６で表されるホ
スフィットまたはホスホナイトを含む組成物が特別に重要である。
【０１０７】
成分（ｄ）として、式中、
ｎ’は数２を表しおよびｙ’は数１または３を表し；
Ａ’はｐ－ビフェニレン基を表し；
ｙ’が１のとき、Ｅ’は炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基またはフッ素原子を表し
；
ｙが３のとき、Ｅ’はＮ（ＣＨ2 ＣＨ2 Ｏ－）3 を表し；
Ｒ'1、Ｒ'2およびＲ'3は互いに独立して、炭素原子数１ないし１８のアルキル基、総数２
ないし１２個の炭素原子をもつアルキル基の２または３個によって置換されたフェニル基
を表し；
Ｒ'14 はメチル基または第三ブチル基を表し；
Ｒ'15 は水素原子を表し；
Ｘ’は直接結合を表し；
Ｙ’は酸素原子を表し；
Ｚ’は直接結合、メチレン基または－ＣＨ（ＣＨ3 ）－を表す；式１，２，５または６で
表されるホスフィットまたはホスホナイトを含む組成物が同様に重要である。
【０１０８】
成分（ｄ）として式：１，２または６で表されるホスフィットまたはホスホナイトを含む
組成物に与えられるものが特に好ましい。
【０１０９】
特別に好ましいものは、成分（ｄ）として式VII
【化１１７】

（式中、Ｒ1 およびＲ2 は互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし８のアルキル
基、シクロヘキシル基またはフェニル基を表し、および
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Ｒ3 およびＲ4 は互いに独立して、水素原子または炭素原子数１ないし４のアルキル基を
表す。）で表される化合物の少なくとも１種を含む組成物で与えられるものである。
【０１１０】
以下の化合物が新規組成物の成分（ｄ）として特に適当な有機ホスフィットおよびホスホ
ナイトの例である。
トリフェニルホスフィット、ジフェニルアルキルホスフィット、フェニルジアルキルホス
フィット、トリス（ノニルフェニル）ホスフィット、トリラウリルホスフィット、トリオ
クタデシルホスフィット、ジステアリルペンタエリスリトールジホスホナイト、トリス（
２，４－ジ－第三ブチルフェニル）ホスフィット〔登録商標イルガフォス（Irgafos 168,
Ciba Spezialitatenchemie AG 〕、ジイソデシルペンタエリスリトールジホスフィット、
ビス（２，４－ジ－第三ブチルフェニル）ペンタエリスリトールジホスフィット（式Ｄ）
、ビス（２，６－ジ－第三ブチル－４－メチルフェニル）ペンタエリスリトールジホスフ
ィット（式Ｅ）、ビスイソデシルオキシペンタエリスリトールジホスフィット、ビス（２
，４－ジ－第三ブチル－６－メチルフェニル）ペンタエリスリトールジホスフィット、ビ
ス（２，４，６－トリ－第三ブチルフェニル）ペンタエリスリトールジホスフィット、ト
リステアリルソルビトールトリホスフィット、テトラキス（２，４－ジ－第三ブチルフェ
ニル）４，４’－ビフェニレン－ジホスホナイト〔登録商標イルガフォスＰ－ＥＰＱ，Ci
ba Spezialitatenchemie AG , 式Ｈ〕、６－イソオクチルオキシ－２，４，８，１０－テ
トラ－第三ブチル－１２Ｈ－ジベンゾ［ｄ，ｇ］－１，３，２－ジオキサホスホシン（式
Ｃ）、６－フルオロ－２，４，８，１０－テトラ－第三ブチル－１２－メチル－ジベンゾ
［ｄ，ｇ］－１，３，２－ジオキサホスホシン（式Ａ）、ビス（２，４－ジ－第三ブチル
－６－メチルフェニル）メチルホスフィット、ビス（２，４－ジ－第三ブチル－６－メチ
ルフェニル）エチルホスフィット（式Ｇ）。
【０１１１】
以下のホスフィットおよびホスホナイトが特に好ましく使用される：
トリス（２，４－ジ－第三ブチルフェニル）ホスフィット（登録商標イルガフォス168 ，
 Ciba Spezialitatenchemie AG) 、トリス（ノニルフェニル）ホスフィット、
【化１１８】
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【０１１２】
非常に特別に好ましいのは、トリス（２，４－ジ－第三ブチルフェニル）ホスフィット〔
登録商標イルガフォス168 ，Ciba Spezialitatenchemie AG 〕、ビス（２，４－ジ第三ブ
チル－６－メチルフェニル）エチルホスフィット〔登録商標イルガフォス38，Ciba Spezi
alitatenchemie AG ，式（Ｇ）〕、登録商標ウルトラノックス626 〔Ultranox, GE Chemi
cals社, 式（Ｄ) 〕、テトラキス（２．４－ジ－第三ブチルフェニル）４，４’－ビフェ
ニレン－ジホスホナイト〔登録商標イルガフォスP-EPQ, Ciba Spezialitatenchemie AG，
式（Ｈ）〕，登録商標ウルトラノックス641 〔GE Chemicals社, 式（Ｉ) 〕、登録商標ド
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ーバーフォス(Doverphos)S9228〔Dover Chemicals 社, 式（Ｋ）〕または登録商標マーク
(Mark )HP10 〔Adeka Argus 社，式（Ｌ）〕に与えられるものである。
これらの有機ホスフィットおよびホスホナイトは公知の化合物であり；それらの多くは市
販されている。
【０１１３】
成分（ｂ）および（ｃ）または（ｂ）、（ｃ）および（ｄ）の混合物は酸化的、熱的、光
誘発的な崩壊に対して有機材料を安定化するために適当である。
【０１１４】
このような材料の例は以下のものである：
１．モノオレフィンおよびジオレフィンのポリマー、例えばポリプロピレン、ポリイソブ
チレン、ポリブト－１－エン、ポリ－４－メチルペント－１－エン、ポリイソプレンまた
はポリブタジエン、ならびにシクロオレフィン例えばシクロペンテンまたはノルボルネン
のポリマー、さらに（所望により架橋結合できる）ポリエチレン、例えば高密度ポリエチ
レン（ＨＤＰＥ）、高密度および高分子量ポリエチレン（ＨＤＰＥ－ＨＭＷ）、高密度お
よび超高分子ポリエチレン（ＨＤＰＥ－ＵＨＭＷ）、中密度ポリエチレン（ＭＤＰＥ）、
低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）および線状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）、（ＶＬ
ＤＰＥ）および（ＵＬＤＰＥ）。
【０１１５】
ポリオレフィン、すなわち先の段落中で例示したようなモノオレフィンのポリマー、好ま
しくはポリエチレンおよびポリプロピレンは種々の方法、特に以下の方法により製造でき
る：
ａ）（通常、高圧および高温においての）ラジカル重合
ｂ）通常周期表のIVｂ、Ｖｂ、VIｂまたはVIII属の金属の１個以上を含む触媒を使用する
触媒重合。これらの金属は通常、π－配位またはσ－配位のどちらか一方が可能な、例え
ば酸化物、ハロゲン化物、アルコラート、エステル、エーテル、アミン、アルキル、アル
ケニルおよび／またはアリールのような配位子の１つ以上を持つ。これら金属錯体は遊離
型であるか例えば活性化塩化マグネシウム、塩化チタン（III)、酸化アルミニウムまたは
酸化珪素のような支持体に固定化していてよい。これらの触媒は重合媒体中に可溶または
不溶であってよい。触媒はそれ自体重合において使用でき、または、例えば金属アルキル
、金属水素化物、金属アルキルハライド、金属アルキル酸化物または金属アルキルオキサ
ン（該金属は周期表のIa、IIa および／またはIIIa属の元素である。）のような別の活性
剤が使用できる。活性剤は都合良くは、他のエステル、エーテル、アミンもしくはシリル
エーテル基により改良され得る。
これら触媒系は通常フィリップス(Phillips)、スタンダードオイルインディアナ(Standar
d Oil Indiana)、チグラー（－ナッタ）〔Ziegler-(Natta) 〕、ＴＮＺ〔デュポン社(Dup
ont)〕、メタロセンまたはシングルサイト触媒（ＳＳＣ）と称されるものである。
【０１１６】
２．　１．に記載したポリマーの混合物、例えばポリプロピレンとポリイソブチレンとの
混合物、ポリプロピレンとポリエチレンとの混合物（例えばＰＰ／ＨＤＰＥ、ＰＰ／ＬＤ
ＰＥ）およびポリエチレンの種々のタイプの混合物（例えば、ＬＤＰＥ／ＨＤＰＥ）。
【０１１７】
３．モノオレフィンとジオレフィン相互または他のビニルモノマーとのコポリマー、例え
ばエチレン－プロピレンコポリマー、線状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）およびその
低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）との混合物、プロピレン－ブト－１－エンコポリマー、
プロピレン－イソブチレンコポリマー、エチレン－ブト－１－エンコポリマー、エチレン
－ヘキセンコポリマー、エチレン－メチルペンテンコポリマー、エチレン－ヘプテンコポ
リマー、エチレン－オクテンコポリマー、プロピレン－ブタジエンコポリマー、イソブチ
レン－イソプレンコポリマー、エチレン－アルキルアクリレートコポリマー、エチレン－
アルキルメタクリレートコポリマー、エチレン－ビニルアセテートコポリマーおよびそれ
らコポリマーと一酸化炭素のコポリマーまたはエチレン－アクリル酸コポリマーおよびそ
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れらの塩類（アイオノマー）およびエチレンとプロピレンとジエン例えばヘキサジエン、
ジシクロペンタジエンまたはエチリデン－ノルボルネンのようなものとのターポリマー；
ならびに前記コポリマー相互の混合物および１．に記載したポリマーとの混合物、例えば
ポリプロピレン－エチレン－プロピレン－コポリマー、ＬＤＰＥ－エチレン－ビニルアセ
テート（ＥＶＡ）コポリマー、ＬＤＰＥ－エチレンアクリル酸（ＥＡＡ）コポリマー、Ｌ
ＬＤＰＥ－ＥＶＡ、ＬＬＤＰＥ－ＥＡＡおよび交互またはランダムポリアルキレン－一酸
化炭素－コポリマー；ならびに他のポリマーとこれらの混合物、例えばポリアミド。
【０１１８】
４. それらの水素化変性物（例えば粘着付与剤）およびポリアルキレンとデンプンの混合
物を含む炭化水素樹脂（例えば炭素原子数５ないし９）。
【０１５４】
用語本質的にフェノールを含まないポリオレフィン繊維はフェノール系酸化防止剤の量が
安定化されるポリオレフィン繊維の重量に基づいて０．０２％未満であることを意味する
。これらのフェノール系酸化防止剤の少量はポリオレフィンの初期安定性を与えるために
製造中にポリオレフィン製造者によって添加される。
【０１５５】
特に熱可塑性プラスチックスの加工中に生じるような熱ストレスの下での、熱的および酸
化的崩壊、に対する新規な成分（ｂ）および（ｃ）または（ｂ）、（ｃ）および（ｄ）の
作用は特に重きを置かれるものである。新規な成分（ｂ）および（ｃ）または（ｂ）、（
ｃ）および（ｄ）はそのため工程内安定剤（in-process stabilizers) として使用するた
めに著しく適当である。
【０１５６】
成分（ｂ）および（ｃ）または（ｂ）、（ｃ）および（ｄ）の混合物はまた、抽出媒体と
長期間接触するポリオレフィンを安定化することにも適当である。
【０１５７】
成分（ｂ）は安定化される有機材料の重量に基づいて０．０００５ないし５％、特に０．
００１ないし２％、例えば０．０１ないし２％の量で安定化される有機材料に好ましく添
加される。
【０１５８】
成分（ｃ）および（ｄ）は安定化される有機材料の重量に基づいて０．０１ないし１０％
、例えば０．０１ないし５％、好ましくは０．０２５ないし３％の、特に０．０２５ない
し１％の量で安定化される有機材料に思慮深く添加される。
【０１５９】
成分（ａ）、（ｂ）、（ｃ）および（ｄ）に加えて新規な組成物はさらに例えば以下に示
すような別の補助安定剤（添加剤）を含むことができる。
【０１６８】
１．９．　ヒドロキシベンジル芳香族化合物、例えば、１，３，５－トリス（３，５－ジ
－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－２，４，６－トリメチルベンゼン、
１，４－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－２，３，５，６－
テトラメチルベンゼン、２，４，６－トリス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシ
ベンジル）－フェノール。
【０１６９】
１．１０．　トリアジン化合物、例えば、
２，４－ビス－オクチルメルカプト－６－（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシア
ニリノ）－１，３，５－トリアジン、
２－オクチルメルカプト－４，６－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシアニ
リノ）－１，３，５－トリアジン、
２－オクチルメルカプト－４，６－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェ
ノキシ）－１，３，５－トリアジン、
２，４，６－トリス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェノキシ）－１，２，
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３－トリアジン、
１，３，５－トリス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－イソシアヌ
レート、
１，３，５－トリス（４－第三ブチル－３－ヒドロキシ－２，６－ジメチルベンジル）－
イソシアヌレート、
２，４，６－トリス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルエチル）－１，
３，５－トリアジン、
１，３，５－トリス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）
－ヘキサヒドロ－１，３，５－トリアジン、
１，３，５－トリス（３，５－ジシクロヘキシル－４－ヒドロキシベンジル）－イソシア
ヌレート。
【０１７０】
１．１１．　べンジルホスホネート、例えばジメチル－２，５－ジ－第三ブチル－４－ヒ
ドロキシベンジルホスホネート、ジエチル－３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベ
ンジルホスホネート、ジオクタデシル－３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジ
ルホスホネート、ジオクタデシル－５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－３－メチルベンジ
ルホスホネート、３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジルホスホン酸モノエチ
ルエステルのＣａ塩。
【０１７１】
１．１２．　アシルアミノフェノール、例えば
ラウリン酸４－ヒドロキシアニリド、
ステアリン酸４－ヒドロキシアニリド、
カルバミン酸Ｎ－（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）オクチルエステ
ル。
【０１７２】
１．１３．　β－（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸の
下記の一価または多価アルコールとのエステル、例えば、
メタノール、エタノール、ｎ－オクタノール、ｉ－オクタノール、オクタデカノール、１
，６－ヘキサンジオール、１，９－ノナンジオール、エチレングリコール、１，２－プロ
パンジオール、ネオペンチルグリコール、チオジエチレングリコール、ジエチレングリコ
ール、トリエチレングリコール、ペンタエリトリトール、トリス（ヒドロキシエチル）イ
ソシアヌレート、Ｎ，Ｎ′－ビス（ヒドロキシエチル）シュウ酸ジアミド、３－チアウン
デカノール、３－チアペンタデカノール、トリメチルヘキサンジオール、トリメチロール
プロパン、４－ヒドロキシメチル－１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビシクロ［２
．２．２］オクタン。
【０１７３】
１．１４．　β－（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－３－メチルフェニル）プロピオン
酸の下記の一価または多価アルコールとのエステル、例えば、
メタノール、エタノール、ｎ－オクタノール、ｉ－オクタノール、オクタデカノール、１
，６－ヘキサンジオール、１，９－ノナンジオール、エチレングリコール、１，２－プロ
パンジオール、ネオペンチルグリコール、チオジエチレングリコール、ジエチレングリコ
ール、トリエチレングリコール、ペンタエリトリトル、トリス（ヒドロキシエチル）イソ
シアヌレート、Ｎ，Ｎ′－ビス（ヒドロキシエチル）シュウ酸ジアミド、３－チアウンデ
カノール、３－チアペンタデカノール、トリメチルヘキサンジオール、トリメチロールプ
ロパン、４－ヒドロキシメチル－１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビシクロ［２．
２．２］オクタン。
【０１７４】
１．１５．　β－（３，５－ジ－シクロヘキシル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン
酸の下記の一価または多価アルコールとのエステル、例えば
メタノール、エタノール、オクタデカノール、１，６－ヘキサンジオール、１，９－ノナ
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ンジオール、エチレングリコール、１，２－プロパンジオール、ネオペンチルグリコール
、チオジエチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ペンタ
エリトリトール、トリス（ヒドロキシエチル）イソシアヌレート、Ｎ，Ｎ′－ビス（ヒド
ロキシエチル）シュウ酸ジアミド、３－チアウンデカノール、３－チアペンタデカノール
、トリメチルヘキサンジオール、トリメチロールプロパン、４－ヒドロキシメチル－１－
ホスファ－２，６，７－トリオキサビシクロ［２．２．２］オクタン。
【０１７５】
１．１６．　３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル酢酸の下記の一価または
多価アルコールとのエステル、例えば、
メタノール、エタノール、オクタデカノール、１，６－ヘキサンジオール、１，９－ノナ
ンジオール、エチレングリコール、１，２－プロパンジオール、ネオペンチルグリコール
、チオジエチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ペンタ
エリトリトール、トリス（ヒドロキシエチル）イソシアヌレート、Ｎ，Ｎ′－ビス（ヒド
ロキシエチル）シュウ酸ジアミド、３－チアウンデカノール、３－チアペンタデカノール
、トリメチルヘキサンジオール、トリメチロールプロパン、４－ヒドロキシメチル－１－
ホスファ－２，６，７－トリオキサビシクロ［２．２．２］オクタン。
【０１７６】
１．１７．　β－（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸の
アミド、
例えばＮ，Ｎ′－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル
）ヘキサメチレンジアミド、Ｎ，Ｎ′－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシ
フェニルプロピオニル）トリメチレンジアミド、Ｎ，Ｎ′－ビス（３，５－ジ－第三ブチ
ル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）ヒドラジン、Ｎ，Ｎ’ビス－［２－（３－［
３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル］プロピオニルオキシ）エチル］－オキ
サミド〔登録商標ナウガード（Naugard)XL-1, Uniroyal社〕。
【０１７７】
１．１８．アスコルビン酸（ビタミンＣ）
【０１７８】
１．１９．アミン系抗酸化剤、例えば、
Ｎ，Ｎ′－ジイソプロピル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ′－第二ブチル－ｐ－フェ
ニレンジアミン、Ｎ，Ｎ′－ビス－（１，４－ジメチルペンチル）－ｐ－フェニレンジア
ミン、Ｎ，Ｎ′－ビス（１－エチル－３－メチルペンチル）－ｐ－フェニレンジアミン、
Ｎ，Ｎ′－ビス（１－メチルヘプチル）－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ′－ジシクロ
ヘキシル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ′－ジフェニル－ｐ－フェニレンジアミン、
Ｎ，Ｎ′－ジ（２－ナフチル）－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－イソプロピル－Ｎ′－フ
ェニル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－（１，３－ジメチルブチル）－Ｎ′－フェニル－
ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－（１－メチルヘプチル）－Ｎ′－フェニル－ｐ－フェニレ
ンジアミン、Ｎ－シクロヘキシル－Ｎ′－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、４－（ｐ
－トルエンスルホンアミド）ジフェニルアミン、Ｎ，Ｎ′－ジメチル－Ｎ，Ｎ′－第二ブ
チル－ｐ－フェニレンジアミン、ジフェニルアミン、Ｎ－アリルジフェニルアミン、４－
イソプロポキシジフェニルアミン、Ｎ－フェニル－１－ナフチルアミン、Ｎ－（４－第三
オクチルフェニル）－１－ナフチルアミン、Ｎ－フェニル－２－ナフチルアミン、オクチ
ル化ジフェニルアミン、例えばｐ，ｐ′－ジ第三ブチル－オクチルジフェニルアミン、４
－ｎ－ブチルアミノフェノール、４－ブチリルアミノフェノール、４－ノナノイルアミノ
フェノール、４－ドデカノイルアミノフェノール、４－オクタデカノイルアミノフェノー
ル、ジ（４－メトキシフェニル）アミン、２，６－ジ第三ブチル－ブチル－４－ジメチル
アミノメチルフェノール、２，４′－ジアミノジフェニルメタン、４，４′－ジアミノジ
フェニルメタン、Ｎ，Ｎ，Ｎ′，Ｎ′－テトラメチル－４，４′－ジアミノジフェニルメ
タン、１，２－ジ［（２－メチルフェニル）アミノ］エタン、１，２－ジ（フェニルアミ
ノ）プロパン、（ｏ－トリル）ビグアニド、ビス［４－（１′，３′－ジメチルブチル）
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フェニル］アミン、第三オクチル化Ｎ－フェニル－１－ナフチルアミン、モノ－及びジア
ルキル化第三ブチル／第三オクチルジフェニルアミンの混合物、モノ－及びジアルキル化
ノニルジフェニルアミンの混合物、モノ及びジアルキル化ドデシルジフェニルアミンの混
合物、モノ－及びジアルキル化イソプロピル／イソヘキシルジフェニルアミンの混合物、
モノ－及びジアルキル化第三ブチルジフェニルアミンの混合物、２，３－ジヒドロ－３，
３－ジメチル－４Ｈ－１，４－ベンゾチアジン、フェノチアジン、モノ－及びジアルキル
化第三ブチル／第三オクチルフェノチアジンの混合物、モノ－及びジアルキル化第三オク
チルフェノチアジンの混合物、Ｎ－アリルフェノチアジン、Ｎ，Ｎ，Ｎ′，Ｎ′－テトラ
フェニル－１，４－ジアミノブテ－２－エン、Ｎ，Ｎ－ビス（２，２，６，６－テトラメ
チルピペリジ－４－イル－ヘキサメチレンジアミン、ビス（２，２，６，６－テトラメチ
ルピペリジ－４－イル）セバケート、２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－オ
ン及び２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－オール。
【０１７９】
２．　紫外線吸収剤および光安定剤
２．１．　２－( ２′－ヒドロキシフェニル) ベンゾトリアゾール、例えば、
２－（２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）ベンゾトリアゾール、
２－（３’，５’－ジ－第三ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、
２－（５’－第三ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２’
－ヒドロキシ－５’－（１，１，３，３－テトラメチルブチル) フェニル）ベンゾトリア
ゾール、２－（３’，５’－ジ－第三ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）－５－クロロ
ベンゾトリアゾール、
２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）－５－クロロベン
ゾトリアゾール、
２－（３’－第二ブチル－５’－第三ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリア
ゾール、
２－（２’－ヒドロキシ－４’－オクトキシフェニル）ベンゾトリアゾール、
２－（３’，５’－ジ－第三アミル－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、
２－（３’，５’－ビス（α，α－ジメチルベンジル）－２’－ヒドロキシフェニル）ベ
ンゾトリアゾール；
２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２’－オクチルオキシカルボニル
エチル）フェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール、
２－（３’－第三ブチル－５’－［２－（２－エチルヘキシルオキシ）カルボニルエチル
］－２’－ヒドロキシフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール、
２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－メトキシカルボニルエチル）
フェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール、
２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－メトキシカルボニルエチル）
フェニル）ベンゾトリアゾール、
２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－オクトキシカルボニルエチル
）フェニル）ベンゾトリアゾール、
２－（３’－第三ブチル－５’－［２－（２－エチルヘキシルオキシ）カルボニルエチル
］－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、
２－（３－ドデシル－２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）ベンゾトリアゾール、
２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－イソオクチルオキシカルボニ
ルエチル）フェニルベンゾトリアゾール、２，２’－メチレン－ビス［４－（１，１，３
，３－テトラメチルブチル）－６－ベンゾトリアゾール－２－イルフェノール］；２－［
３’－第三ブチル－５’－（２－メトキシカルボニルエチル）－２’－ヒドロキシフェニ
ル］ベンゾトリアゾールとポリエチレングリコール３００とのエステル交換生成物；［Ｒ
－ＣＨ2 ＣＨ2 －ＣＯＯ－ＣＨ2 ＣＨ2 －］2 －（式中，Ｒ＝３’－第三ブチル－４’－
ヒドロキシ－５’－２Ｈ－べンゾトリアゾール－２－イル－フェニルである。）；２－［
２’－ヒドロキシ－３’－（α，α－ジメチルベンジル）－５’－（１，１，３，３－テ
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トラメチルブチル）フェニル］ベンゾトリアゾール；２－［２’－ヒドロキシ－３’－（
１，１，３，３－テトラメチルブチル）－５’－（α，α－ジメチルベンジル）フェニル
］ベンゾトリアゾール。
【０１８０】
２．２．　２－ヒドロキシベンゾフェノン、例えば
４－ヒドロキシ－、４－メトキシ－、４－オクトキシ－、４－デシルオキシ－、４－ドデ
シルオキシ－、４－ベンジルオキシ－、４，２′，４′－トリヒドロキシ－または２′－
ヒドロキシ－４，４′－ジメトキシ誘導体。
【０１８１】
２．３．　置換されたおよび非置換安息香酸のエステル、例えば
４－第三ブチルフェニル＝サリチレート、
フェニル＝サリチレート、
オクチルフェニル＝サリチレート、
ジベンゾイルレゾルシノール、
ビス（４－第三ブチルベンゾイル）レゾルシノール、
ベンゾイルレゾルシノール、
２，４－ジ－第三ブチルフェニル＝３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンゾエー
ト、ヘキサデシル＝３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、オクタデシ
ル＝３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、２－メチル－４，６－ジ第
三ブチルフェニル＝３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート。
【０１８２】
２．４．　アクリレート、例えば
エチルα－シアノ－β, β－ジフェニル－アクリレート、
イソオクチルα－シアノ－β, β－ジフェニル－アクリレート、
メチルα－カルボメトキシ－シンナメート、メチルα－シアノ－β－メチル－ｐ－メトキ
シ－シンナメート、
ブチルα－シアノ－β－メチル－ｐ－メトキシ－シンナメート、
メチルα－カルボメトキシ－ｐ－メトキシシンナメート、および
Ｎ－（β－カルボメトキシ－β－シアノビニル) －２－メチルインドリン。
【０１８３】
２．５．　ニッケル化合物，例えば
２，２′－チオビス－［４－（１，１，３，３－テトラメチルブチル) －フェノール］の
ニッケル錯体，例えば１：１または１：２錯体であって，所望によりｎ－ブチルアミン、
トリエタノールアミンもしくはＮ－シクロヘキシル－ジ－エタノールアミンのような他の
配位子を伴うもの、ニッケルジブチルジチオカルバメート、４－ヒドロキシ－３，５－ジ
－第三ブチルベンジルホスホン酸モノアルキルエステル例えばメチルもしくはエチルエス
テルのニッケル塩、ケトキシム例えば、２－ヒドロキシ－４－メチル－フェニルウンデシ
ルケトキシムのニッケル錯体、１－フェニル－４－ラウロイル－５－ヒドロキシピラゾー
ルのニッケル錯体であって，所望により他の配位子を伴うもの。
【０１８５】
２．７．　シュウ酸ジアミド、例えば
４，４′－ジ－オクチルオキシオキサニリド、
２，２′－ジエトキシオキシアニリド、
２，２′－ジ－オクチルオキシ－５，５′－ジ－第三ブチルオキサニリド、
２，２′－ジ－ドデシルオキシ－５，５′－ジ－第三ブチルオキサニリド、
２－エトキシ－２′－エチルオキサニリド、
Ｎ，Ｎ′－ビス（３－ジメチルアミノプロピル）オキサミド、
２－エトキシ－５－第三ブチル－２′－エトキシオキサニリドおよび該化合物と２－エト
キシ－２′－エチル－５，４′－ジ－第三ブチル－オキサニリドとの混合物，
ｏ－およびｐ－メトキシ－二置換オキサニリドの混合物およびｏ－およびｐ－エトキシ－
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二置換オキサニリドの混合物。
【０１８６】
２．８．　２－（２－ヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジン、例えば２，４，
６－トリス（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル) －１，３，５－トリアジン
、
２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチ
ルフェニル）－１，３，５－トリアジン、
２－（２，４－ジヒドロキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－
１，３，５－トリアジン、
２，４－ビス（２－ヒドロキシ－４－プロピルオキシフェニル）－６－（２，４－ジメチ
ルフェニル）－１，３，５－トリアジン、
２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル) －４，６－ビス（４－メチルフェ
ニル）－１，３，５－トリアジン、
２－（２－ヒドロキシ－４－ドデシルオキシフェニル) －４，６－ビス（２，４－ジメチ
ルフェニル）－１，３，５－トリアジン、
２－（２－ヒドロキシ－４－トリデシルオキシフェニル) －４，６－ビス（２，４－ジメ
チルフェニル）－１，３，５－トリアジン、
２－［２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－３－ブチルオキシ－プロポキシ）フェニ
ル］－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、
２－［２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－３－オクチルオキシ－プロピルオキシ）
フェニル］－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、
２－［４－（ドデシルオキシ／トリデシルオキシ－２－ヒドロキシプロポキシ）－２－ヒ
ドロキシ－フェニル］－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリ
アジン、
２－［２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－３－ドデシルオキシ－プロポキシ）フェ
ニル］－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、
２－（２－ヒドロキシ－４－ヘキシルオキシ）フェニル－４，６－ジフェニル－１，３，
５－トリアジン、
２－（２－ヒドロキシ－４－メトキシフェニル）－４，６－ジフェニル－１，３，５－ト
リアジン、
２，４，６－トリス［２－ヒドロキシ－４－（３－ブトキシ－２－ヒドロキシ－プロポキ
シ）フェニル］－１，３，５－トリアジン、
２－（２－ヒドロキシフェニル）－４－（４－メトキシフェニル）－６－フェニル－１，
３，５－トリアジン、
２－｛２－ヒドロキシ－４－［３－（２－エチルヘキシル－１－オキシ）－２－ヒドロキ
シプロピルオキシ］フェニル｝－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，
５－トリアジン。
【０１８７】
３．　金属不活性化剤，例えば
Ｎ，Ｎ′－ジフェニルシュウ酸ジアミド、
Ｎ－サリチラル－Ｎ′－サリチロイルヒドラジン、
Ｎ，Ｎ′－ビス（サリチロイル）ヒドラジン、
Ｎ，Ｎ′－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）ヒド
ラジン、
３－サリチロイルアミノ－１，２，４－トリアゾール、
ビス（ベンジリデン）シュウ酸ジヒドラジド、オキサニリド、イソフタル酸ジヒドラジド
、セバシン酸－ビス－フェニルヒドラジド、Ｎ，Ｎ’－ジアセタール－アジピン酸ジヒド
ラジド、Ｎ，Ｎ’－ビス－サリチロイル－シュウ酸ジヒドラジド、Ｎ，Ｎ’－ビス－サリ
チロイル－チオプロピオン酸ジヒドラジド。
【０１８９】
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５．ヒドロキシルアミン、例えば、
Ｎ，Ｎ－ジベンジルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジエチルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ
－ジオクチルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジラウリルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジ
テトラデシルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジヘキサデシルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ
－ジオクタデシルヒドロキシルアミン、Ｎ－ヘキサデシル－Ｎ－オクダデシルヒドロキシ
ルアミン、Ｎ－ヘプタデシル－Ｎ－オクタデシルヒドロキシルアミン、ハロゲン化獣脂ア
ミンから誘導されたＮ，Ｎ－ジアルキルヒドロキシルアミン。
【０１９０】
６．ニトロン、例えば、
Ｎ－ベンジル－アルファ－フェニル－ニトロン、Ｎ－エチル－アルファ－メチル－ニトロ
ン、Ｎ－オクチル－アルファ－ヘプチル－ニトロン、Ｎ－ラウリル－アルファ－ウンデシ
ル－ニトロン、Ｎ－テトラデシル－アルファ－トリデシル－ニトロン、Ｎ－ヘキサデシル
－アルファ－ペンタデシル－ニトロン、Ｎ－オクタデシル－アルファ－ヘプタデシル－ニ
トロン、Ｎ－ヘキサデシル－アルファ－ヘプタデシル－ニトロン、Ｎ－オクタデシル－ア
ルファ－ペンタデシル－ニトロン、Ｎ－ヘプタデシル－アルファ－ヘプタデシル－ニトロ
ン、Ｎ－オクタデシル－アルファ－ヘキサデシル－ニトロン、ハロゲン化獣脂アミンから
誘導されたＮ，Ｎ－ジアルキルヒドロキシルアミンより誘導されたニトロン。
【０１９１】
７．チオ相乗剤、例えば、
ジラウリルチオジプロピオネートまたはジステアリルチオジプロピオネート。
【０１９２】
８．　過酸化物スカベンジャー、例えば
β－チオジプロピオン酸のエステル、例えばラウリル、ステアリル、ミリスチルまたはト
リデシルエステル、メルカプトベンズイミダゾール、または２－メルカプトベンズイミダ
ゾールの亜鉛塩、ジブチルジチオカルバミン酸亜鉛、ジオクタデシルジスルフィド、ペン
タエリトリトールテトラキス（β－ドデシルメルカプト）プロピオネート。
【０１９３】
９．　ポリアミド安定剤、例えば
ヨウ化物および／またはリン化合物と組合せた銅塩、および二価マンガンの塩。
【０１９４】
10．　塩基性補助安定剤、例えば
メラミン、ポリビニルピロリドン、ジシアンジアミド、トリアリルシアヌレート、尿素誘
導体、ヒドラジン誘導体、アミン、ポリアミド、ポリウレタン、
高級脂肪酸のアルカリ金属塩およびアルカリ土類金属塩、例えばステアリン酸Ｃａ塩、ス
テアリン酸Ｚｎ塩、ベヘン酸Ｍｇ塩、ステアリン酸Ｍｇ塩、リシノール酸Ｎａ塩およびパ
ルミチン酸Ｋ塩、カテコールアンチモン塩およびカテコール亜鉛塩。
【０１９５】
11．　核剤、例えば
無機物質例えば、タルク、二酸化チタンまたは酸化マグネシウムのような金属酸化物、好
ましくはアルカリ土類金属のリン酸塩、炭酸塩または硫酸塩；有機化合物例えば、モノ－
またはポリカルボン酸およびその塩、例えば４－第三ブチル安息香酸、アジピン酸、ジフ
ェニル酢酸、コハク酸ナトリウムまたは安息香酸ナトリウム；イオン共重合体（「イオノ
マー(ionomers)」）のような重合性化合物。
【０１９６】
12．　充填剤および強化剤、例えば
炭酸カルシウム、ケイ酸塩、ガラス繊維、ガラス球、タルク、カオリン、雲母、硫酸バリ
ウム、金属酸化物および水酸化物、カーボンブラック、グラファイト、木粉および天然物
の粉もしくは繊維、合成繊維。
【０１９７】
13．その他の添加剤、例えば
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可塑剤、潤滑剤、乳化剤、顔料、レオロジー添加剤（rheology additives) 、触媒、均染
補助剤、光沢剤、難燃剤、静電防止剤および発泡剤。
【０１９８】
上記補助安定剤は例えば安定化される材料の総重量に基づき０．０１ないし１０重量％の
濃度で添加される。
【０１９９】
充填剤および強化剤（上掲の第１２項）例えば、タルク、炭酸カルシウム、雲母またはカ
オリンは例えば安定化されるポリオレフィンの総重量に基づき０．０１ないし４０重量％
の濃度で該ポリオレフィンに添加される。
充填剤および強化剤（上掲の第１２項）例えば、金属水酸化物、特に水酸化アルミニウム
または水酸化マグネシウムは例えば安定化されるポリオレフィンの総重量に基づき０．０
１ないし６０重量％の濃度で該ポリオレフィンに添加される。
充填剤としてのカーボンブラックは安定化されるポリオレフィンの総重量に基づき０．０
１ないし５重量％の濃度で該ポリオレフィンに思慮深く添加される。強化剤としてのガラ
ス繊維は安定化されるポリオレフィンの総重量に基づき０．０１ないし２０重量％の濃度
で該ポリオレフィンに思慮深く添加される。
【０２００】
他の好ましい組成物は、成分（ａ）ないし（ｄ）に加えて他の好ましい添加剤、特に高級
脂肪酸のアルカリ土類金属塩、例えばステアリン酸カルシウム塩を同様に含む。
【０２０１】
重合性有機材料、例えばポリオレフィンを加工して相当する成形品を作るための慣用の安
定剤組合せとして、フェノール系酸化防止剤と有機ホスフィットまたはホスホナイトに基
づく第二の酸化防止剤の組み合わせが推奨されている。特に基材および工程に依存して、
しかし多くのポリオレフィンの加工者は約２８０℃より高温領域での工程を操作させる。
特に３００℃より上の温度範囲における高温の適用に特に適している、成分（ｂ）および
（ｃ）または（ｂ）、（ｃ）および（ｄ）の新規な加工安定剤混合物の混合の長所によっ
て、例えば、高密度ポリエチレンに基づく工業材料および成形品、例えば管ならびにそれ
らの技術的変形（適合）は、より高速度でおよびより少ない不良品で生産可能である。こ
の安定剤混合物の別の利点は、それを非常に少量で使用できることである。このことは慣
用の安定剤混合物と比較して酸化防止剤の総濃度を減少させることになる。従って、ベン
ゾフラノ－２－オン型〔成分（ｂ）〕の低濃度の使用はポリオレフィンにおいて約３分の
１まで安定剤の総濃度の低減を可能し、それは同時に経済的な利点を意味する。
【０２０２】
成分（ｂ）および（ｃ）または（ｂ）、（ｃ）および（ｄ）ならびに所望ならば他の添加
剤との重合性、有機材料への混合は、例えば成形する前または成形中に公知の方法によっ
て、あるいは、そうでなければ溶解または分散された混合物を重合性有機材料に塗布し、
続いて溶媒を蒸発するかまたはしないことにより行われる。他の添加剤を伴うもしくは伴
わない、成分（ｂ）および（ｃ）または（ｂ）、（ｃ）および（ｄ）の安定剤混合物はま
た、これらの成分を例えば２．５ないし２５重量％の濃度で含むマスターバッチの形態で
安定化される材料に添加することもできる。
【０２０３】
他の添加剤を伴うもしくは伴わない、成分（ｂ）および（ｃ）または（ｂ）、（ｃ）およ
び（ｄ）の安定剤混合物はまた重合の前もしくは最中に、または架橋の前に添加すること
も可能である。
【０２０４】
他の添加剤を伴うもしくは伴わない、成分（ｂ）および（ｃ）または（ｂ）、（ｃ）およ
び（ｄ）の安定剤混合物は純粋な形態またはワックス、油もしくはポリマー封入の形態で
安定化される有機材料中に混合できる。
【０２０５】
他の添加剤を伴うもしくは伴わない成分、（ｂ）および（ｃ）または（ｂ）、（ｃ）およ
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び（ｄ）の安定剤混合物は安定化されるポリマー上に噴霧することもできる。これらは他
の添加剤、（例えば、上述した慣用の添加剤）またはそれらの溶融物を希釈できるので、
それらはまたこれらの添加剤と一緒に安定化されるポリマーに噴霧できる。重合触媒の失
活の間の噴霧による添加は特に有利であり、例えば失活のために使用される蒸気を使用し
て噴霧を行うことができる。
【０２０６】
球状に重合されたポリオレフィンの場合には、例えば他の添加剤を伴うもしくは伴わない
成分（ｂ）および（ｃ）または（ｂ）、（ｃ）および（ｄ）の安定剤混合物を噴霧により
適用することは有利である。
【０２０７】
このように安定化された材料は例えば、フィルム、繊維、テープ、成形品、形材として、
または塗料特に粉体塗料、接着剤または接着性セメントのための結合剤として、非常に広
範囲の多様な形態で使用できる。
このように安定化された材料は同様に、例えば液体または気体のための管、フィルム、繊
維、ジオメンブラン（geomembrane)、テープ、形材またはタンクのような抽出媒体と長期
間接触する厚層ポリオレフィン成形品として、非常に広範囲の多様な形態で使用できる
好ましい厚層ポリオレフィン成形品は１ないし５０ｍｍ、特には１ないし３０ｍｍ、例え
ば２ないし１０ｍｍの層厚をもつ。
【０２０８】
既に言及したように、保護されるべき有機材料は好ましくは、有機の、さらに特には合成
のポリマーである。本発明においては熱可塑性ポリマーが特に都合よく保護される。特に
、本発明において、工程内安定剤（熱安定剤）としての新規な成分（ｂ）および（ｃ）ま
たは（ｂ）、（ｃ）および（ｄ）の安定剤混合物の際立った活性は注目に値する。この目
的のため、それらはポリマーの加工の前または最中に都合良く添加される。しかし、例え
ば、光誘発的および／または熱－酸化的崩壊のような崩壊に対して、他のポリマー（例え
ばエラストマー）または潤滑剤および圧媒液を安定することもまた可能である。エラスト
マーの例は可能な有機材料の上記一覧の中に示されたものである。
【０２０９】
適当な潤滑剤および圧媒液は、例えば鉱油または合成油またはそれらの混合物をベースに
できる。潤滑剤は当業者には良く知られており、そして関連する技術文献例えばディータ
ー　クラマン（Dieter Klamann）著，“潤滑剤および関連製品（Schmierstoff und verwa
ndte Produkte ）”〔フェルラーク　ヒェミー（Verlag Chemie ），ヴァインハイム（We
inheim）１９８２〕、シェーヴェ－コーベック（Schewe-Kobek）著，“潤滑剤ハンドブッ
ク（Das Schmiermittel-Taschenbuch ）”〔ドクター　アルフレット　ヒューティッヒ－
フェルラーク（Dr. Alfred Huethig-Verlag ）１９７４〕および“ウルマン工業化学大辞
典（Ullmanns Enzyklopaedie technischen Chemie ）”，第１３巻，第８５－９４頁（フ
ェルラーク　ヒェミー，ヴァインハイム１９７７）に記載されている。
【０２１０】
従って好ましい本発明の実例は、酸化、熱または光誘起的崩壊に対する有機材料、特に熱
可塑性ポリマーのための工程内安定剤（熱安定剤）としての成分（ｂ）および（ｃ）また
は（ｂ）、（ｃ）および（ｄ）の使用である。
【０２１１】
本発明はまた、ｉ）ベンゾフラノ－２－オン型の化合物の少なくとも１種、およびii）立
体障害性アミンの群からの化合物の少なくとも１種からなる安定剤混合物にも関する。
【０２１２】
本発明は同様にｉ）ベンゾフラノ－２－オン型の化合物の少なくとも１種、ii）立体障害
性アミンの群からの化合物の少なくとも１種、およびiii)有機ホスフィットまたはホスホ
ナイトの群からの化合物の少なくとも１種からなる安定剤混合物にも関する。
【０２１３】
好ましいものは成分の重量比（ｉ）：（ii）が１００：１ないし０．０１：１００、特に
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５：１ないし０．０１：１０である安定剤混合物で与えられるものである。
【０２１４】
同様に好ましいものは成分の重量比（ｉ）：（ii）：（iii)が１００：１：０．０１ない
し０．０１：１：１００、特に５：１：０．１ないし０．０１：１：１０である安定剤混
合物で与えられるものである。
【０２１５】
新規な成分（ｂ）および（ｃ）または（ｂ）、（ｃ）および（ｄ）の安定剤混合物は加水
分解への優れた安定性ならびに有利な着色挙動、即ち加工中の有機材料の僅かな変色を特
徴とする。
【０２１６】
本発明の成分により安定化された有機材料は光誘発的崩壊に対して特に良好に保護する。
【０２１７】
本発明は成分（ｂ）および（ｃ）または（ｂ）、（ｃ）および（ｄ）の各々の少なくとも
１種を有機材料に混合または塗布することからなる、酸化的、熱的または光誘発的崩壊に
対して有機材料を安定化するための方法に関する。
【０２１８】
好ましいのは、抽出媒体に長期間接触するポリオレフィンで、該ポリオレフィンが厚層ポ
リオレフィン成形品であり、そして１ないし５０ｍｍ、特に１ないし３０ｍｍ、例えば２
ないし１０ｍｍのの層厚をもつものを安定化する方法であって、成分（ｂ）および（ｃ）
または（ｂ）、（ｃ）および（ｄ）の各々の少なくとも１種を該ポリオレフィンに混合ま
たは塗布することからなる方法に与えられる。
【０２１９】
特に重要なものはまた、抽出媒体に長期間接触する厚層ポリオレフィンで、該厚層ポリオ
レフィン成形品は管またはジオメンブランであるものを安定化する方法であって、成分（
ｂ）および（ｃ）または（ｂ）、（ｃ）および（ｄ）の各々の少なくとも１種を該成形品
に混合または塗布することからなる方法である。
【０２２０】
用語ジオメンブラン（geomembranes) は、例えば埋め立てごみ処理地（landfill sites) 
に使用され、そして３００年までの耐用年数をもつことを要求されるフィルムを意味する
。
【０２２１】
抽出媒体は、例えば、液体もしくは気体の無機または有機物質である。
【０２２２】
気体無機物質の例は、酸素；窒素；窒素の酸化物、例えばＮＯ、笑気ガスもしくはＮＯ2 

；硫黄の酸化物、例えば二酸化硫黄；ハロゲン例えばフッ素もしくは塩素；ブレーンステ
ット酸、例えばフッ化水素酸、塩化水素酸、臭化水素酸、ヨウ化水素酸もしくはシアン化
水素酸；または塩基例えばアンモニアである。
気体有機物質の例は炭素原子数１ないし４のアルカン基、例えばメタン、エタン、プロパ
ンもしくはブタン；一酸化炭素、二酸化炭素；またはホスゲンである。
【０２２３】
液体無機物質の例は、水、塩素化飲料用水または塩水溶液例えば、塩化ナトリウム溶液（
ブライン）または硫酸ナトリウム溶液；臭素；酸ハライド例えば四塩化炭素、塩化チオニ
ル、塩化ニトロシル、塩化トリメチルシリル；アルカリ、例えば水酸化ナトリウム（Ｎａ
ＯＨ）水溶液、水酸化カリウム（ＫＯＨ）水溶液、アンモニア水溶液、炭化水素ナトリウ
ム水溶液または炭酸ナトリウム水溶液である。
【０２２４】
液体有機物質の例は有機溶媒または液体有機試薬である。
有機溶媒の例は、脂肪族炭化水素例えば、ペンタン、ヘキサン、ヘプタン、オクタン、石
油スピリット、ノナンまたはデカン；アルコール例えばメタノール、エタノール、イソプ
ロパノール、ブタノール、ペンタノール、アミルアルコール、シクロヘキサノール、ペン
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タエリスリトール、エチレングリコール、エチレンジグリコール、メチルセルソルブ、ポ
リエチレングリコールまたはグリセロール；ケトン例えばアセトン、ジエチルケトン、メ
チルエチルケトン、ジフェニルケトンまたはシクロヘキサノン；エーテル例えばジエチル
エーテル、ジブチルエーテル、テトラヒドロフランまたはジオキサン；芳香族炭化水素例
えば、ベンゼン、トルエンまたはキシレン；複素環式溶媒、例えばフラン、ピリジン、２
，６－ルチジンまたはチオフェン；二極性非プロトン溶媒、例えばジメチルホルムアミド
、ジエチルアセタミドまたはアクリロニトリル；あるいは界面活性剤である。
【０２２５】
本発明の目的のため、抽出媒体はまた、上に列挙したような液体または気体無機および有
機物質の、混合物および溶液、特に水性混合物、エマルションまたは溶液である。
【０２２６】
化学工業またはごみ埋め立て地において重要な抽出媒体が特に興味深い。
【０２２７】
従って、本発明の好ましい具体例は、抽出媒体と長期間接触するポリオレフィンの安定性
を改良するために他の添加剤を伴うもしくは伴わない、成分（ｂ）および（ｃ）または（
ｂ）、（ｃ）および（ｄ）の安定剤混合物の使用である。
安定剤として使用するため、安定化のための方法のためおよび安定剤混合物のための好ま
しい成分（ｂ）および（ｃ）または（ｂ）、（ｃ）および（ｄ）は有機材料を含む組成物
のために記載したものと同様のものである。
【０２２８】
【実施例】
本発明は、以下の実施例によってさらに詳細に説明される。実施例中、部および％は重量
に基づく。
【０２２９】
実施例１：２５０℃で加工されたポリプロピレン繊維の安定化
ＤＩＮ53735 に従って２３０℃および２．１６ｋｇで測定された１２．０ｇ／ｄｍｉｎの
メルトインデックスをもつ、ポリプロピレン粉末（Polychim S.A.,仏供給の登録商標Ｂ１
０ＦＢ）２．０ｋｇを、ステアリン酸カルシウムの０．０５％とおよび表１および２に示
された安定剤と共に２分間高速ミキサーで均質化する。バレルの直径２０ｍｍおよび長さ
４００ｍｍをもちその３つの加熱帯が以下の温度：２００，２２０℃および２２０℃に設
定されている押出機において、毎分６０回転で混合物を押し出す。押出物を冷却のため水
浴に通過させ次いで粒状化する。これらの粒状物を加工してマルチフィラメント繊維を得
る。これはメルトポンプおよび３７穴紡糸ヘッドを有する一軸スクリュー押出機を使用し
て行う。最高加工温度は２５０℃である。
このように得られた非延伸の（unstretched)繊維の一部を２３０℃で６分間プレスして２
ｍｍ厚のシートを作る。シートのメルトインデックス（ＭＦＩ，メルトフローインデック
ス）をＤＩＮ53735 に従って２３０℃および２．１６ｋｇにて測定する。メルトインデッ
クスの大きな増加はひどい鎖の崩壊すなわち乏しい安定性を意味する。結果を表１にまと
める。
このように得られた非延伸の繊維の他の部分を潤滑剤（登録商標リマノール（Limanol)P2
5,　Schill und Seilacher社, 独, ボブリンゲン) で処理し、そして予備延伸にかける。
この予備延伸により線密度４１６ｇ／９０ｍをもつ繊維ストランドを生じる。これは長さ
９０ｍの繊維ストランドが４１６ｇの重量をもつことを意味する。さらなる操作において
この繊維ストランドを再び１２０℃で延伸装置を使用して３．２のファクターで延伸する
。これにより線密度１３０ｇ／９０ｍをもつ繊維ストランドを生じる。
この繊維ストランドの一部を使用して編んだチューブ（knitted tube) を製造する。この
編んだチューブの黄色度指数（ＹＩ1 ）をＡＳＴＭ　Ｄ1925-77 に従って測定する。低い
ＹＩ1 の値は試料の少ない変色を、高いＹＩ1 値は試料の酷い変色を示す。結果を表１に
まとめる。この編んだチューブをＡＡＴＣＣ　164 に従い、４０℃、相対大気湿度８７％
で４８時間、４ないし６ｐｐｍの二酸化窒素（ＮＯ2 ）の存在下に曝露する。この曝露し
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た編んだチューブの黄色度指数（（ＹＩ2 ）をＡＳＴＭ　Ｄ1925-77 に従って測定する。
低いＹＩ2 の値は試料の少ない変色を、高いＹＩ2 値は試料の酷い変色を示す。結果を表
１にまとめる。
【０２３０】
繊維ストランドの他の部分を使用して、１００℃でオーブン老化試験を行う。この試験に
おいて、試験条件下で繊維ストランドが引き裂けるのにかかる、日による期間の測定がな
される。繊維ストランドの引き裂けるまでのより長い期間はより良い安定化である。結果
を表２にまとめる。
非延伸性繊維の別の部分を２３０℃で６分間加圧して、厚さ０．１０ｍｍをもつ薄いフィ
ルムを作る。このフィルムをＤＩＮ53387 に従いキセノン試験にかける。この試験では１
７６０ないし１６８０ｃｍ-1の波長領域にてカルボニル指数０．２５が観察されるまでフ
ィルムをキセノン１２００曝露装置に曝露する。より大きい数値がよりよい安定化である
。結果を表２にまとめる。
【０２３１】
表１：
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脚注a)ないしi)は表９（実施例５）の後に示す。
【０２３２】
表２：
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脚注a)ないしi)は表９（実施例５）の後に示す。
【０２３３】
実施例２：３００℃で加工されたポリプロピレン繊維の安定化
ＤＩＮ53735 に従って２３０℃でおよび２．１６ｋｇの下で測定された１２．０ｇ／ｄｍ
ｉｎのメルトインデックスをもつ、ポリプロピレン粉末（Polychim S.A.,仏供給の登録商
標Ｂ１０ＦＢ）２．０ｋｇを、ステアリン酸カルシウムの０．０５％とおよび表３および
４に示された安定剤と共に２分間高速ミキサーで均質化する。バレルの直径２０ｍｍおよ
び長さ４００ｍｍをもちその３つの加熱帯が以下の温度：２００，２２０℃および２２０
℃に設定されている押出機において、毎分６０回転で混合物を押し出す。押出物を冷却の
ため水浴に通過させ次いで粒状化する。これらの粒状物を加工してマルチフィラメント繊
維を得る。これはメルトポンプおよび３７穴紡糸ヘッドを有する一軸スクリュー押出機を
使用して行う。最高加工温度は３００℃である
このように得られた非延伸の（unstretched)繊維の一部を２３０℃で６分間プレスして２
ｍｍ厚のシートを作る。シートのメルトインデックス（ＭＦＩ，メルトフローインデック
ス）をＤＩＮ53735 に従って２３０℃および２．１６ｋｇにて測定する。メルトインデッ
クスの大きな増加はひどい鎖の崩壊すなわち乏しい安定性を意味する。結果を表３にまと
める。
このように得られた非延伸の繊維の他の部分を潤滑剤（登録商標リマノール（Limanol)P2
5,　Schill und Seilacher社, 独, ボブリンゲン) で処理し、そして予備延伸にかける。
この予備延伸により線密度４１６ｇ／９０ｍをもつ繊維ストランドを生じる。これは長さ
９０ｍの繊維ストランドが４１６ｇの重量をもつことを意味する。さらなる操作において
この繊維ストランドを再び１２０℃で延伸装置を使用して３．２のファクターで延伸する
。これにより線密度１３０ｇ／９０ｍをもつ繊維ストランドを生じる。
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この繊維ストランドの一部を使用して編んだチューブ（knitted tube) を製造する。この
編んだチューブの黄色度指数（ＹＩ1 ）をＡＳＴＭ　Ｄ1925-77 に従って測定する。低い
ＹＩ1 の値は試料の少ない変色を、高いＹＩ1 値は試料の酷い変色を示す。結果を表３に
まとめる。この編んだチューブをＡＡＴＣＣ　164 に従い、４０℃、相対大気湿度８７％
で４８時間、４ないし６ｐｐｍの二酸化窒素（ＮＯ2 ）の存在下に曝露する。この曝露し
た編んだチューブの黄色度指数（（ＹＩ2 ）をＡＳＴＭ　Ｄ1925-77 に従って測定する。
低いＹＩ2 の値は試料の少ない変色を、高いＹＩ2 値は試料の酷い変色を示す。結果を表
３にまとめる。
【０２３４】
繊維ストランドの他の部分を使用して、１００℃でオーブン老化試験を行う。この試験に
おいて、試験条件下で繊維ストランドが引き裂けるのにかかる、日による期間の測定がな
される。繊維ストランドの引き裂けるまでのより長い期間はより良い安定化である。結果
を表４にまとめる。
非延伸性繊維の別の部分を２３０℃で６分間加圧して、厚さ０．１０ｍｍをもつ薄いフィ
ルムを作る。このフィルムをＤＩＮ53387 に従いキセノン試験にかける。この試験では１
７６０ないし１６８０ｃｍ-1の波長領域にてカルボニル指数０．２５が観察されるまでフ
ィルムをキセノン１２００曝露装置に曝露する。より大きい数値がよりよい安定化である
。結果を表４にまとめる。
【０２３５】
表３：
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脚注a)ないしi)は表９（実施例５）の後に示す。
【０２３６】
表４：
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脚注a)ないしi)は表９（実施例５）の後に示す。
【０２３７】
実施例３：３００℃で加工されたポリプロピレン繊維の安定化
ＤＩＮ53735 に従って２３０℃でおよび２．１６ｋｇの下で測定された１０．４ｇ／ｄｍ
ｉｎのメルトインデックスをもつ、ポリプロピレン粉末〔Himont社, 伊供給の登録商標モ
プレン(Moplen)FL F 20 〕２．０ｋｇを、ステアリン酸カルシウムの０．０５％と、登録
商標ＤＨＴ　４Ａ（Ｋｙｏｗａ化学工業（株），［Ｍｇ4.5 Ａｌ2 （ＯＨ）13ＣＯ3 ・３
．５Ｈ2 Ｏ］〕０．０３％と、ならびに表５および６に示された安定剤と共に２分間高速
ミキサーで均質化する。バレルの直径２０ｍｍおよび長さ４００ｍｍをもちその３つの加
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熱帯が以下の温度：２００，２２０℃および２２０℃に設定されている押出機において、
毎分６０回転で混合物を押し出す。押出物を冷却のため水浴に通過させ次いで粒状化する
。これらの粒状物を加工してマルチフィラメント繊維を得る。これはメルトポンプおよび
３７穴紡糸ヘッドを有する一軸スクリュー押出機を使用して行う。最高加工温度は３００
℃である。
このように得られた非延伸の（unstretched)繊維の一部を２３０℃で６分間プレスして２
ｍｍ厚のシートを作る。シートのメルトインデックス（ＭＦＩ，メルトフローインデック
ス）をＤＩＮ53735 に従って２３０℃および２．１６ｋｇにて測定する。メルトインデッ
クスの大きな増加はひどい鎖の崩壊すなわち乏しい安定性を意味する。結果を表５および
６にまとめる。
このように得られた非延伸の繊維の他の部分を潤滑剤（登録商標リマノール（Limanol)P2
5,　Schill und Seilacher社, 独, ボブリンゲン) で処理し、そして予備延伸にかける。
この予備延伸により線密度４１６ｇ／９０ｍをもつ繊維ストランドを生じる。これは長さ
９０ｍの繊維ストランドが４１６ｇの重量をもつことを意味する。さらなる操作において
この繊維ストランドを再び１２０℃で延伸装置を使用して３．２のファクターで延伸する
。これにより線密度１３０ｇ／９０ｍをもつ繊維ストランドを生じる。この繊維ストラン
ドを編んだチューブ（knitted tube) の製造に使用する。この編んだチューブの黄色度指
数（ＹＩ1 ）をＡＳＴＭ　Ｄ1925-77 に従って測定する。低いＹＩ1 の値は試料の少ない
変色を、高いＹＩ1 値は試料の酷い変色を示す。結果を表５および６にまとめる。この編
んだチューブをＡＡＴＣＣ　164 に従い、４０℃、相対大気湿度８７％で４８時間、４な
いし６ｐｐｍの二酸化窒素（ＮＯ2 ）の存在下に曝露する。この曝露した編んだチューブ
の黄色度指数（（ＹＩ2 ）をＡＳＴＭ　Ｄ1925-77 に従って測定する。低いＹＩ2 の値は
試料の少ない変色を、高いＹＩ2 値は試料の酷い変色を示す。結果を表５および６にまと
める。
【０２３８】
表５：

脚注a)ないしm)は表９（実施例５）の後に示す。
表６：
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脚注a)ないしm)は表９（実施例５）の後に示す。
【０２３９】
実施例４：２９０℃で加工されたポリプロピレン繊維の安定化
ＤＩＮ53735 に従って２３０℃でおよび２．１６ｋｇの下で測定された１０．４ｇ／ｄｍ
ｉｎのメルトインデックスをもつ、ポリプロピレン粉末（Himont社, 伊供給の登録商標モ
プレン(Moplen)FL F 20 ）２．０ｋｇを、ステアリン酸カルシウムの０．０５％と、なら
びに表７および８に示された安定剤と共に２分間高速ミキサーで均質化する。バレルの直
径２０ｍｍおよび長さ４００ｍｍをもちその３つの加熱帯が以下の温度：２００，２２０
℃および２２０℃に設定されている押出機において、毎分６０回転で混合物を押し出す。
押出物を冷却のため水浴に通過させ次いで粒状化する。これらの粒状物を加工してマルチ
フィラメント繊維を得る。これはメルトポンプおよび３７穴紡糸ヘッドを有する一軸スク
リュー押出機を使用して行う。最高加工温度は２９０℃である。
このように得られた非延伸の（unstretched)繊維の一部を２３０℃で６分間プレスして２
ｍｍ厚のシートを作る。シートのメルトインデックス（ＭＦＩ，メルトフローインデック
ス）をＤＩＮ53735 に従って２３０℃および２．１６ｋｇにて測定する。メルトインデッ
クスの大きな増加はひどい鎖の崩壊すなわち乏しい安定性を意味する。結果を表７および
８にまとめる。
このように得られた非延伸の繊維の他の部分を潤滑剤（登録商標リマノール（Limanol)P2
5,　Schill und Seilacher社, 独, ボブリンゲン) で処理し、そして予備延伸にかける。
この予備延伸により線密度４１６ｇ／９０ｍをもつ繊維ストランドを生じる。これは長さ
９０ｍの繊維ストランドが４１６ｇの重量をもつことを意味する。さらなる操作において
この繊維ストランドを再び１２０℃で延伸装置を使用して３．２のファクターで延伸する
。これにより線密度１３０ｇ／９０ｍをもつ繊維ストランドを生じる。この繊維ストラン
ドを編んだチューブ（knitted tube) の製造に使用する。この編んだチューブの黄色度指
数（ＹＩ1 ）をＡＳＴＭ　Ｄ1925-77 に従って測定する。低いＹＩ1 の値は試料の少ない
変色を、高いＹＩ1 値は試料の酷い変色を示す。結果を表７および８にまとめる。この編
んだチューブをＡＡＴＣＣ　164 に従い、４０℃、相対大気湿度８７％で４８時間、４な
いし６ｐｐｍの二酸化窒素（ＮＯ2 ）の存在下に曝露する。この曝露した編んだチューブ
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の黄色度指数（（ＹＩ2 ）をＡＳＴＭ　Ｄ1925-77 に従って測定する。低いＹＩ2 の値は
試料の少ない変色を、高いＹＩ2 値は試料の酷い変色を示す。結果を表７および８にまと
める。
【０２４０】
表７：
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脚注a)ないしp)は表９（実施例５）の後に示す。
表８：
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脚注a)ないしp)は表９（実施例５）の後に示す。
【０２４１】
実施例５：２７０℃で加工されたポリプロピレン繊維の安定化
ＤＩＮ53735 に従って２３０℃でおよび２．１６ｋｇの下で測定された１０．４ｇ／ｄｍ
ｉｎのメルトインデックスをもつ、ポリプロピレン粉末〔Himont社, 伊供給の登録商標プ
ロファックス(Profax)6301〕２．０ｋｇを、ステアリン酸カルシウムの０．０５％と、登
録商標ＤＨＴ　４Ａ〔Ｋｙｏｗａ化学工業（株），［Ｍｇ4.5 Ａｌ2 （ＯＨ）13ＣＯ3 ・
３．５Ｈ2 Ｏ］〕０．０３％と、ならびに表９に示された安定剤と共に２分間高速ミキサ
ーで均質化する。バレルの直径２０ｍｍおよび長さ４００ｍｍをもちその３つの加熱帯が
以下の温度：２００，２２０℃および２２０℃に設定されている押出機において、毎分６
０回転で混合物を押し出す。押出物を冷却のため水浴に通過させ次いで粒状化する。これ
らの粒状物を加工してマルチフィラメント繊維を得る。これはメルトポンプおよび３７穴
紡糸ヘッドを有する一軸スクリュー押出機を使用して行う。最高加工温度は２７０℃であ
る
このように得られた非延伸の（unstretched)繊維の一部を２３０℃で６分間プレスして２
ｍｍ厚のシートを作る。シートのメルトインデックス（ＭＦＩ，メルトフローインデック
ス）をＤＩＮ53735 に従って２３０℃および２．１６ｋｇにて測定する。メルトインデッ
クスの大きな増加はひどい鎖の崩壊すなわち乏しい安定性を意味する。結果を表９にまと
める。
このように得られた非延伸の繊維の他の部分を潤滑剤（登録商標リマノール（Limanol)P2
5,　Schill und Seilacher社, 独, ボブリンゲン) で処理し、そして予備延伸にかける。
この予備延伸により線密度４１６ｇ／９０ｍをもつ繊維ストランドを生じる。これは長さ
９０ｍの繊維ストランドが４１６ｇの重量をもつことを意味する。さらなる操作において
この繊維ストランドを再び１２０℃で延伸装置を使用して３．２のファクターで延伸する
。これにより線密度１３０ｇ／９０ｍをもつ繊維ストランドを生じる。この繊維ストラン
ドを編んだチューブ（knitted tube) の製造に使用する。この編んだチューブの黄色度指
数（ＹＩ1 ）をＡＳＴＭ　Ｄ1925-77 に従って測定する。低いＹＩ1 の値は試料の少ない
変色を、高いＹＩ1 値は試料の酷い変色を示す。結果を表９にまとめる。この編んだチュ
ーブをＡＡＴＣＣ　164 に従い、４０℃、相対大気湿度８７％で４８時間、４ないし６ｐ
ｐｍの二酸化窒素（ＮＯ2 ）の存在下に曝露する。この曝露した編んだチューブの黄色度
指数（（ＹＩ2 ）をＡＳＴＭ　Ｄ1925-77 に従って測定する。低いＹＩ2 の値は試料の少
ない変色を、高いＹＩ2 値は試料の酷い変色を示す。結果を表９にまとめる。
【０２４２】
表９：
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【０２４３】
脚注
ａ）比較実施例
ｂ）本発明に従う実施例
ｃ）化合物（１０１）は下式Ｖａで表される化合物の約８５重量％および下式Ｖｂで表さ
れる化合物の約１５重量％の混合物である。
【化１２０】

ｄ）登録商標チヌビン（Tinuvin)622 (Ciba Spezialitatenchemie AG) は平均分子量約３
０００である下式Ｈ４で表される化合物である。
【化１２１】

ｅ）登録商標チマソルブ（Chimassorb)944 (Ciba Spezialitatenchemie AG)はＮ，Ｎ’－
ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメチレンジアミンおよび
４－第三オクチルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンから製造された線
状もしくは環状縮合生成物でありおよび平均分子量約２５００である下式Ｈ５で表される
化合物である。
【化１２２】
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ｆ）登録商標チマソルブ（Chimassorb)119 (Ciba Spezialitatenchemie AG)は２－クロロ
－４，６－ジ（４－ｎ－ブチルアミノ－１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジル）
－１，３，５－トリアジンおよび１，２－ビス（３－アミノプロピルアミノ）エタンから
製造された縮合生成物でありおよび下式Ｈ９で表される化合物である。
【化１２３】

ｇ）登録商標イルガフォス（Irgafos)168　(Ciba Spezialitatenchemie AG)はトリス（２
，４－ジ－第三ブチルフェニル）ホスフィットである。
ｈ）登録商標イルガフォス（Irgafos)12　 (Ciba Spezialitatenchemie AG)は式Ｂで表さ
れる化合物である。
【化１２４】
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ｉ）登録商標イルガフォス（Irgafos)38　 (Ciba Spezialitatenchemie AG)は式Ｇで表さ
れる化合物である。
【化１２５】

ｋ）化合物（１０２）は式Ｖｃで表される化合物である。
【化１２６】

ｌ）化合物（１０３）は式Ｖｄで表される化合物である。
【化１２７】
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ｍ）化合物（１０４）は式Ｖｅで表される化合物である。
【化１２８】

ｎ）化合物（１０５）は式Ｖｆで表される化合物である。
【化１２９】

ｏ）化合物（１０６）は式Ｖｇで表される化合物である。
【化１３０】

ｐ）化合物（１０７）は式Ｖｈで表される化合物である。



(88) JP 4154703 B2 2008.9.24

10

20

30

40

【化１３１】

ｑ）化合物（１０８）は式Ｖｉで表される化合物である。
【化１３２】

ｒ）登録商標イルガフォス（Irgafos)P-EPQ (Ciba Spezialitatenchemie AG) は式Ｈで表
される化合物である。
【化１３３】

【化６９】
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